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はじめに

このリリースノートでは、リリース時点で判明している、重要な情報を示します。
ここでは、新機能や拡張機能、既知の制限事項や問題点、技術的な注意事項、その
他の関連情報を説明します。Directory Server Enterprise Editionをお使いになる前に、
このリリースノートをお読みください。

マニュアルの構成

このマニュアルは、以下の章で構成されています。

第 1章では、以前のバージョンのコンポーネント製品との互換性や、Directory Server
Enterprise Editionソフトウェアに対して今後予定されている変更について説明してい
ます。

第 2章では、ハードウェアおよびソフトウェアの要件など、インストールに関連す
る事項を扱っています。

第 3章では、Directory Serverの修正点および問題点の一覧を示しています。

第 4章では、Directory Proxy Serverの修正点および問題点の一覧を示しています。

第 5章では、Identity Synchronization for Windowsの修正点および問題点の一覧を示し
ています。

第 6章では、Directory Editorの修正点および問題点の一覧を示しています。

第 7章では、Directory Server Resource Kitの概要を紹介しています。この章では、
Directory Server Resource Kitの修正点および問題点の一覧も示します。

Directory Server Enterprise Editionマニュアルセット

このDirectory Server Enterprise Editionマニュアルセットでは、Sun Java System
Directory Server Enterprise Editionを使用してディレクトリサービスを評価、設計、配
備、および管理する方法について説明します。Directory Server Enterprise Edition用の
クライアントアプリケーションを開発する方法も示します。Directory Server
Enterprise Editionのマニュアルセットの英語版は http://docs.sun.com/coll/1224.4か
ら入手できます。また、一部のマニュアルは、翻訳されており、
http://docs.sun.com/coll/1757.1から入手できます。
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Directory Server Enterprise Editionについて理解を深めるには、次の表に示すドキュメ
ントを順番に参照してください。

表 P–1 Directory Server Enterprise Editionのマニュアル

マニュアルタイトル 目次

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Release Notes』

既知の問題を含め、Directory Server Enterprise Editionについての最新情
報を提供しています。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Documentation Center』

マニュアルセットの重要な領域へのリンクを提供しています。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Evaluation Guide』

このリリースの重要な機能を紹介します。これらの機能の仕組みや提
供される利点を、単独システムに実装可能な架空の配備のコンテキス
トに沿って例示します。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Deployment Planning Guide』

Directory Server Enterprise Editionをベースとする、可用性と拡張性に優
れたディレクトリサービスを計画および設計する方法について説明し
ます。配備の計画および設計の基本的な概念および原則を提示しま
す。ソリューションのライフサイクルについて検討し、Directory
Server Enterprise Editionベースのソリューションを計画するために使用
する概略レベルのサンプルおよび戦略を提供します。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Installation Guide』

Directory Server Enterprise Editionソフトウェアのインストール方法につ
いて説明します。インストールするコンポーネントを選択する方法、
インストール後にそれらのコンポーネントを設定する方法、および設
定したコンポーネントが正しく機能することを検証する方法を示しま
す。

Directory Editorのインストール手順について
は、http://docs.sun.com/coll/DirEdit_05q1を参照してください。

Directory Editorをインストールする前に、『Sun Java System Directory
Server Enterprise Edition 6.3 Release Notes』のDirectory Editorについての
情報を必ずお読みください。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Migration Guide』

Directory Server、Directory Proxy Server、および Identity Synchronization
for Windowsの以前のバージョンから移行する手順を示します。

はじめに
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表 P–1 Directory Server Enterprise Editionのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 目次

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Administration Guide』

Directory Server Enterprise Editionをコマンド行から管理するための手順
を示します。

Directory Service Control Center (DSCC)を使用してDirectory Server
Enterprise Editionを管理する際のヒントおよび手順については、DSCC
のオンラインヘルプを参照してください。

Directory Editorの管理手順について
は、http://docs.sun.com/coll/DirEdit_05q1を参照してください。

Identity Synchronization for Windowsのインストールと設定について
は、Part II,「Installing Identity Synchronization for Windows,」 in『Sun
Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Installation Guide』を参
照してください。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Developer’s Guide』

Directory Server Enterprise Editionの一部として提供されているツールと
APIでディレクトリクライアントアプリケーションを開発する方法を
説明しています。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Reference』

Directory Server Enterprise Editionの技術および概念の基礎を紹介しま
す。コンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、および機能につ
いて説明しています。開発者APIへの参照も示しています。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Man Page Reference』

Directory Server Enterprise Editionを通じて利用可能なコマンド行ツー
ル、スキーマオブジェクト、およびその他の公開インタフェースにつ
いて説明しています。このドキュメントの個別の節を、オンラインマ
ニュアルページとしてインストールすることができます。

『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Troubleshooting Guide』

さまざまなツールを使用して問題の範囲を定義し、データを収集し、
問題領域をトラブルシューティングするための情報を提供していま
す。

『Sun Java System Identity Synchronization for
Windows 6.0 Deployment Planning Guide』

Identity Synchronization for Windowsの計画と配備に関する一般的なガ
イドラインやベストプラクティスを示しています。

関連資料

SLAMD分散負荷生成エンジンとは、ネットワークベースのアプリケーションの負荷
テストを実行し、パフォーマンスを分析するために設計された JavaTMアプリケー
ションです。SLAMDは当初 Sun Microsystems, Inc.によって、LDAPディレクトリサー
バーのパフォーマンスをベンチマークおよび分析する目的で開発されました。
SLAMDは、OSIが承認したオープンソースライセンスである Sun Public Licenseのも
とでオープンソースアプリケーションとして公開されています。SLAMDについての
情報を入手するには、http://www.slamd.com/を参照してください。SLAMDは
java.netプロジェクトとしても公開されています。https://slamd.dev.java.net/を参
照してください。

はじめに
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Java Naming and Directory Interface (JNDI)技術は、LDAPおよびDSML v2を利用した、
Javaアプリケーションからのディレクトリサーバーへのアクセスをサポートしま
す。JNDIの詳細については、http://java.sun.com/products/jndi/を参照してくだ
さい。『JNDIチュートリアル』には、JNDIの使用方法についての詳しい説明および
サンプルを収録しています。このチュートリアルは
http://java.sun.com/products/jndi/tutorial/から入手できます。

Directory Server Enterprise Editionのライセンス形態には、スタンドアロン製品、Sun
Java Enterprise Systemのコンポーネント、Sun Java Identity Management Suiteなどの Sun
製品群の一部、または Sunからのほかのソフトウェア製品へのアドオンパッケージ
があります。Java Enterprise Systemは、ネットワークまたはインターネット環境で分
散配備されるエンタープライズアプリケーションをサポートするソフトウェアイン
フラストラクチャーです。Directory Server Enterprise Editionが Java Enterprise Systemの
コンポーネントとしてライセンスされる場合、http://docs.sun.com/coll/1286.3か
ら入手可能なシステムマニュアルに目を通してください。

Identity Synchronization for Windowsは、Message Queueを制限されたライセンスで使
用します。Message Queueのマニュアルは
http://docs.sun.com/app/docs/coll/1661.1?l=jaから入手できます。

Identity Synchronization for Windowsは、Microsoft Windowsのパスワードポリシーを管
理するための製品です。

■ Windows Server 2003のパスワードポリシーについての情報は、Microsoft TechNet
Webサイトで公開されています。

■ Microsoft証明書サービスのエンタープライズルート認証局に関する情報は、
MicrosoftサポートオンラインWebサイトで公開されています。

■ Microsoftシステムでの LDAP over SSLの設定に関する情報は、Microsoftサポート
オンラインWebサイトで公開されています。

再配布可能なファイル

Directory Server Enterprise Editionでは、お客様による再配布が可能なファイルは提供
されません。

デフォルトのパスとコマンドの場所

この節では、マニュアルで使用するデフォルトのパスについて説明し、オペレー
ティングシステムや配備タイプによって異なるコマンドの場所を示します。

はじめに
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デフォルトのパス

次の表では、このドキュメントで使用するデフォルトのパスについて説明します。
インストールされるファイルの詳細な説明については、次の製品マニュアルを参照
してください。

■ Chapter 14,「Directory Server File Reference,」 in『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Reference』

■ Chapter 25,「Directory Proxy Server File Reference,」 in『Sun Java System Directory
Server Enterprise Edition 6.3 Reference』

■ Appendix A,「Directory Server Resource Kit File Reference,」 in『Sun Java System
Directory Server Enterprise Edition 6.3 Reference』

表P–2 デフォルトのパス

プレースホルダ 説明 デフォルト値

install-path Directory Server Enterprise Editionソ
フトウェアのベースインストール
ディレクトリを表します。

ソフトウェアは、このベース
install-pathの下位のディレクトリ
にインストールされます。たとえ
ば、Directory Serverソフトウェア
は install-path/ds6/にインストール
されます。

dsee_deploy(1M)を使用して ZIP形式の配布
パッケージからインストールするとき、デフォルト
の install-pathは現在のディレクトリです。
install-pathは、dsee_deployコマンドの -iオプ
ションを使用して設定できます。 Java Enterprise
Systemインストーラを使用する場合など、ネイ
ティブパッケージ配布からインストールする場合、
デフォルトの install-pathは次のいずれかの場所にな
ります。
■ Solarisシステム - /opt/SUNWdsee/
■ Red Hatシステム - /opt/sun/
■ Windowsシステム - C:\Program

Files\Sun\JavaES5\DSEE

instance-path Directory ServerまたはDirectory
Proxy Serverのインスタンスのフル
パスを表します。

このマニュアルでは、Directory
Serverには /local/ds/を、
Directory Proxy Serverには
/local/dps/を使用します。

デフォルトのパスはありません。ただしインスタン
スのパスは、常にローカルファイルシステム上に存
在します。

推奨されるディレクトリは以下のとおりです。

/var (Solarisシステム)

/global (Sun Clusterを使用する場合)

serverroot Identity Synchronization for Windows
のインストール先の親ディレクト
リを表します

インストールごとに異なります。Directory Serverで
は、serverrootの概念が存在しなくなったことに注意
してください。

isw-hostname Identity Synchronization for Windows
インスタンスのディレクトリを表
します

インストールごとに異なります

はじめに
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表 P–2 デフォルトのパス (続き)
プレースホルダ 説明 デフォルト値

/path/to/cert8.db Identity Synchronization for Windows
におけるクライアントの証明書
データベースのデフォルトのパス
およびファイル名を表します

current-working-dir/cert8.db

serverroot/isw-hostname/logs/ システムマネージャー、各コネク
タ、およびCentral Loggerのログを
Identity Synchronization for Windows
がローカルに保存する場所のデ
フォルトパスを表します

インストールごとに異なります

serverroot/isw-hostname/logs/
central/

Identity Synchronization for Windows
セントラルログのデフォルトパス
を表します

インストールごとに異なります

コマンドの場所

次の表は、Directory Server Enterprise Editionのマニュアルで使用されるコマンドの場
所の一覧です。これらの各コマンドの詳細については、それぞれのマニュアルペー
ジを参照してください。

表P–3 コマンドの場所

コマンド Java ESネイティブパッケージ配布 ZIP形式の配布パッケージ

cacaoadm Solaris -

/usr/sbin/cacaoadm

Solaris -

install-path/dsee6/cacao_2/usr/sbin/cacaoadm

Red Hat -

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm

Red Hat、HP-UX -

install-path/dsee6/cacao_2/cacao/bin/cacaoadm

Windows -

install-path\share\cacao_2\bin\cacaoadm.bat

Windows -

install-path\dsee6\cacao_2\bin\cacaoadm.bat

certutil Solaris -

/usr/sfw/bin/certutil

install-path/dsee6/bin/certutil

Red Hat -

/opt/sun/private/bin/certutil

dpadm(1M) install-path/dps6/bin/dpadm install-path/dps6/bin/dpadm

dpconf(1M) install-path/dps6/bin/dpconf install-path/dps6/bin/dpconf

dsadm(1M) install-path/ds6/bin/dsadm install-path/ds6/bin/dsadm

はじめに
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表 P–3 コマンドの場所 (続き)
コマンド Java ESネイティブパッケージ配布 ZIP形式の配布パッケージ

dsccmon(1M) install-path/dscc6/bin/dsccmon install-path/dscc6/bin/dsccmon

dsccreg(1M) install-path/dscc6/bin/dsccreg install-path/dscc6/bin/dsccreg

dsccsetup(1M) install-path/dscc6/bin/dsccsetup install-path/dscc6/bin/dsccsetup

dsconf(1M) install-path/ds6/bin/dsconf install-path/ds6/bin/dsconf

dsee_deploy(1M) 提供されていません install-path/dsee6/bin/dsee_deploy

dsmig(1M) install-path/ds6/bin/dsmig install-path/ds6/bin/dsmig

entrycmp(1) install-path/ds6/bin/entrycmp install-path/ds6/bin/entrycmp

fildif(1) install-path/ds6/bin/fildif install-path/ds6/bin/fildif

idsktune(1M) 提供されていません ZIP形式の配布パッケージを解凍したディレ
クトリ

insync(1) install-path/ds6/bin/insync install-path/ds6/bin/insync

ns-accountstatus(1M) install-path/ds6/bin/ns-accountstatus install-path/ds6/bin/ns-accountstatus

ns-activate(1M) install-path/ds6/bin/ns-activate install-path/ds6/bin/ns-activate

ns-inactivate(1M) install-path/ds6/bin/ns-inactivate install-path/ds6/bin/ns-inactivate

repldisc(1) install-path/ds6/bin/repldisc install-path/ds6/bin/repldisc

schema_push(1M) install-path/ds6/bin/schema_push install-path/ds6/bin/schema_push

smcwebserver Solaris、Linux -

/usr/sbin/smcwebserver

このコマンドは、ネイティブパッケージ配布
を使用してインストールされるDSCCのみに
関係します。

Windows -

install-path\share\webconsole\bin\smcwebserver

wcadmin Solaris、Linux -

/usr/sbin/wcadmin

このコマンドは、ネイティブパッケージ配布
を使用してインストールされるDSCCのみに
関係します。

Windows -

install-path\share\webconsole\bin\wcadmin

表記上の規則

このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

はじめに
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表P–4 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユー
ザーズガイド』を参照してくだ
さい。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

はじめに
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|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

コマンド例のシェルプロンプト

次の表は、デフォルトのシステムプロンプトおよびスーパーユーザープロンプトを
示しています。

表P–5 シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

UNIXおよび LinuxシステムのCシェル machine_name%

UNIXおよび LinuxシステムのCシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェル $

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェルのスー
パーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の表記ルール

この表は、このマニュアルで使用される記号について説明したものです。

表P–6 記号の表記ルール

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数やコマン
ドオプションが含まれま
す。

ls [-l] -lオプションは必須ではありま
せん。

{ | } 必須コマンドオプション
の選択項目が含まれてい
ます。

-d {y|n} -dオプションには、y引数または
n引数のいずれかを使用する必要
があります。

${ } 変数参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot変数の値を参照
します。

はじめに
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表 P–6 記号の表記ルール (続き)
記号 説明 例 意味

- 同時に実行する複数の
キーストロークを結び付
けます。

Control-A コントロールキーを押しながらA
キーを押します。

+ 連続で複数のキースト
ロークを行います。

Ctrl + A + N Controlキーを押して離してか
ら、次のキーを押します。

→ グラフィカルユーザーイ
ンタフェースでのメ
ニュー項目の選択を示し
ます。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サ
ブメニューから、「テンプレー
ト」を選択します。

マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

はじめに
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互換性の問題

この章では、Directory Server Enterprise Editionコンポーネント製品から削除された
か、または非推奨となった機能について説明します。また、Directory Server
Enterprise Editionコンポーネント製品の機能のうち、削除される可能性がある機能と
非推奨となる可能性がある機能についても説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 17ページの「プラットフォームのサポート」
■ 18ページの「管理サーバーとコンソール」
■ 19ページの「Directory Serverの変更点」
■ 20ページの「Directory Proxy Serverの変更点」
■ 20ページの「Identity Synchronization for Windowsの変更点」
■ 20ページの「Directory Server Resource Kitの変更点」

インタフェースの安定性の度合いについては、『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Man Page Reference』において、マニュアルページのエントリご
とに示されています。

プラットフォームのサポート

Directory Server Enterprise Editionの将来のリリースでは、Windows 2000、RedHat
Advanced Server 3.0、および J2SEプラットフォーム 1.4はサポートされなくなる可能
性があります。Solarisオペレーティングシステム以外のプラットフォームのネイ
ティブインストールパッケージリリースはサポートされなくなる可能性がありま
す。一部のプラットフォームでは、32ビット版のソフトウェアのサポートが続行さ
れなくなる可能性があります。これに備えて、64ビット版ソフトウェアへの移行、
サポートされているオペレーティングシステムのより新しいバージョンへの移行に
ついて計画してください。サポートされているオペレーティングシステムのより新
しいバージョンについては、27ページの「オペレーティングシステム要件」を参照
してください。

1第 1 章
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Directory Server Enterprise Edition 6.3は、Solaris 10 Update 3およびそれ以降のバー
ジョンの SPARCプラットフォームでの論理ドメイン (LDoms)をサポートしていま
す。LDomsの詳細については、『Logical Domains (LDoms) 1.0.1 Administration
Guide』を参照してください。

このリリースでは、Sun MicrosystemsはOSがすでにDirectory Server Enterprise Edition
6.3ソフトウェアでネイティブにサポートされる場合、VMwareテクノロジ上で実行
される任意のOSをサポートします。Sun Microsystemsは、OSとハードウェアのすべ
ての組み合わせを保証しませんが、基礎となるVMwareテクノロジの実装に依存し
ます。VMwareテクノロジでのDirectory Server Enterprise Edition 6.3ソフトウェアの完
全配備はお勧めしません。

このリリースのDirectory Server Enterprise Editionでサポートされているハードウェア
プラットフォームについては、26ページの「ハードウェア要件」を参照してくださ
い。

このリリースのDirectory Server Enterprise Editionでサポートされているオペレー
ティングシステムとOSバージョンについては、27ページの「オペレーティングシ
ステム要件」を参照してください。

管理サーバーとコンソール

Identity Synchronization for Windowsのリモートグラフィカル管理に使用されている管
理サーバーおよび Java Swingベースのコンソールは、将来のリリースでは置き換えら
れる可能性があります。サービスの管理をすべてブラウザベースで実行して、
ファイアウォール経由のアクセスを簡単に設定できるように、Directory Service
Control Centerが実装されました。

注 – Directory Proxy ServerおよびDirectory ServerではすでにDirectory Service Control
Centerが利用されています。Directory Proxy ServerおよびDirectory Serverでは、従来の
サーバールートアーキテクチャーに代わって新しい管理フレームワークが利用され
るようになっています。

Directory Service Control Centerは Identity Synchronization for Windowsではまだサポー
トされていません。

そのため、Identity Synchronization for Windowsでも、次のコマンドは将来のリリース
で除外される可能性があります。

■ start-admin

■ stop-admin

■ startconsole

管理サーバーとコンソール
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さらに、o=NetscapeRoot内のすべてが変更される可能性があります。具体的には、
o=NetscapeRootが今後存在しなくなる可能性があります。サーバールートアーキテ
クチャーは、新しい管理フレームワークによって置き換えられる可能性がありま
す。

また、Directory Service Control Centerを使用してDirectory Server連鎖を設定すること
はできません。

Directory Serverの変更点
Directory Serverインスタンスの管理に利用されてきた、従来のコマンド行ツールが非
推奨となっています。

次のツールは将来のリリースから削除される可能性があります。

■ bak2db

■ db2bak

■ db2ldif

■ ldif2db

■ restart-slapd

■ start-slapd

■ stop-slapd

これらのツールによって提供されていた機能は、新しいコマンド行ツールの dsadmお
よび dsconfや、その他のコマンドによって置き換えられます。詳細については、
「Command Line Changes」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3
Migration Guide』を参照してください。

Directory Serverの変更点に関連して管理作業が受ける影響の詳細については、
Chapter 5,「Architectural Changes in Directory Server,」 in『Sun Java System Directory
Server Enterprise Edition 6.3 Migration Guide』を参照してください。

レプリケートされたサーバートポロジを移行する前に、Chapter 4,「Migrating a
Replicated Topology,」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3
Migration Guide』を確認してください。Directory Server 4を使用した旧バージョンの
レプリケーションのサポートは、このリリースから削除されました。Sun
Microsystemsは、Directory Server 4のサポートを 2004年 1月に終了しました。

Directory Serverインスタンスを作成するとき、パスワードポリシーは初期状態で下位
互換に設定されます。アップグレード後、より柔軟できめ細かなパスワードポリ
シー構成を可能にするために、互換性モードを変更します。ポリシーの変換は
Directory Serverによって管理されます。下位互換のパスワードポリシー設定は、将来
のリリースで削除される可能性があります。

また、Directory Serverインスタンスを作成する場合、DN変更操作のサポートは無効
化されています。レプリケーショントポロジ内のすべてのサーバーインスタンスを
アップグレードしたあと、DN変更操作を正常にレプリケートできます。その時点

Directory Serverの変更点
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で、各サーバーインスタンスでDN変更操作のサポートを有効にすることができま
す。この目的には、dsconf set-server-prop moddn-enabled:on コマンドを使用しま
す。

Directory Server連鎖は非推奨になっており、将来のリリースでは削除される可能性が
あります。連鎖はDirectory Service Control Centerでは設定できず、また新しいコマン
ド行ツールでも設定できません。連鎖によって有効化された配備の大部分は現在、
Directory Proxy Serverの機能を使用して有効化されます。たとえば、データ配布、レ
プリケーショントポロジ全体にわたるグローバルアカウントのロックアウト、およ
びディレクトリ情報ツリーのマージは、Directory Proxy Serverを使用して実行できま
す。連鎖に引き続き依存している旧バージョンのアプリケーションの場合は、
ldapmodifyコマンドを使用して連鎖サフィックスプラグインを設定することによ
り、連鎖の属性を設定できます。これらの属性は、dse.ldif(4)に示されています。

Chapter 2,「Changes to the Plug-In API Since Directory Server 5.2,」 in『Sun Java System
Directory Server Enterprise Edition 6.2 Developer’s Guide』およびChapter 3,「Changes to
the Plug-In API From Directory Server 4 to Directory Server 5.2,」 in『Sun Java System
Directory Server Enterprise Edition 6.3 Developer’s Guide』では、プラグインAPIの変更点
について詳しく説明しています。これらの参照先で非推奨であることが示されてい
るインタフェースは、将来のリリースで削除される可能性があります。

Directory Proxy Serverの変更点
Directory Proxy Server 6.3のコマンドを使用してDirectory Proxy Server 6.0、6.1および
6.2のインスタンスにアクセスする場合は、移行は必要ありません。Directory Proxy
Server 6.3のコマンドを使用する前に、Directory Proxy Server 5.xのインスタンスはすべ
て移行する必要があります。詳細については、Chapter 6,「Migrating Directory Proxy
Server,」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Migration Guide』を
参照してください。

Identity Synchronization for Windowsの変更点
Identity Synchronization for Windows製品は現在も version 6.0です。

Identity Synchronization for Windowsの将来のリリースでは、Microsoft Windows NTの
すべてのバージョンおよび Service Packのサポートが廃止される可能性があります。
MicrosoftはWindows NTのサポートを 2004年 6月で終了しています。

Identity Synchronization for Windowsにアップグレードする前に、Chapter 7,
「Migrating Identity Synchronization for Windows,」 in『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Migration Guide』をお読みください。

Directory Server Resource Kitの変更点
91ページの「Directory Server Resource Kitについて」では、このリリースのDirectory
Server Resource Kitにおける修正点や既知の問題点について説明しています。

Directory Proxy Serverの変更点
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LDAPユーティリティーに関する Sun Solarisシステムのマニュアルページでは、
Directory Server Enterprise Editionで提供されるバージョンの LDAPユーティリティー
ldapsearch、ldapmodify、ldapdelete、および ldapaddについての記述がありませ
ん。これらのコマンドは、Solarisシステムで別々には提供されなくなり、代わりに
将来のバージョンのオペレーティングシステムで提供されるコマンドに統合される
可能性があります。LDAPクライアントツールのマニュアルページについては、
『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Man Page Reference』を参照して
ください。

Directory Editor

Directory Editorは将来のリリースで推奨されなくなる可能性があります。

第 6章「Directory Editorの修正されたバグと既知の問題点」で、このリリースの
Directory Editorについて詳しく説明しています。

Directory Editor
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インストールについての注意

この章では、Directory Server Enterprise Editionソフトウェアをダウンロードする場所
と、主なインストール要件について示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 23ページの「サポートサービスとライセンス」
■ 24ページの「Directory Server Enterprise Edition 6.3の新機能」
■ 25ページの「ソフトウェアの入手」
■ 26ページの「ハードウェア要件」
■ 27ページの「オペレーティングシステム要件」
■ 32ページの「ソフトウェア依存関係の要件」
■ 36ページの「インストールに必要な特権と資格」
■ 39ページの「Identity Synchronization for Windowsのインストールに関する注意事
項」

サポートサービスとライセンス

製品のインストールを開始する前に、サポートとライセンスに関する情報をよく読
んでください。

サポートサービス

Sun Java System Directory Server Enterprise Editionには、Sun Software Service Standard、
Premium、および Premium Plusというプランが用意されています。これらは Sunの販
売担当者、販売パートナー、またはオンライン
(http://www.sun.com/sales/index.jsp)経由で購入することができます。これらの
サービスプランには、電話およびオンラインによる技術サポート、オンデマンドな
ソフトウェア更新、オンラインシステム管理リソース、サポート通知サービス、ワ
ンストップの相互運用性支援 (Premiumプランおよび Premium Plusプランのみ)が含
まれています。さらに、Premium Plusプランではお客様中心のサポートチームが対
応します。

2第 2 章
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提供されるすべての機能については、次のサイトを参照してくださ
い。http://www.sun.com/service/serviceplans/software/overview.xml

Sunの提供するすべてのサービスプログラムを含むサービスリストには、次のサイト
からアクセスできます。http://www.sun.com/servicelist

Directory Server Enterprise Editionで管理するエントリのライセンス

ライセンスは、Directory Server Enterprise Editionを使用して管理するエントリの数に
基づいて提供されます。ライセンスが提供されたら、ディレクトリの実装によって
最大限の柔軟性を得るために必要な回数だけエントリをレプリケートできます。唯
一の条件は、レプリケートしたエントリを変更しないことと、レプリケート後のす
べてのエントリを同じオペレーティングシステムに保存することです。レプリケー
トしたエントリを別のオペレーティングシステム上に保存した場合、それらのエン
トリについてライセンスを購入する必要が生じます。

Solarisのライセンスでは、以前、ディレクトリサーバー用に200,000のエントリが無
償で提供されていました。この場合、ライセンスはコアディレクトリサーバーコン
ポーネントのみが対象で、その他のDirectory Server Enterprise Editionコンポーネント
は対象ではありませんでした。今でも、コアディレクトリサーバーコンポーネント
から完全なDirectory Server Enterprise Editionへのアップグレードを購入できます。こ
れらの 200,000のディレクトリサーバー用のエントリのサポートを取得するために、
Software Service Plan for Directory Serverを購入できます。Solaris Service Planはこれらの
エントリを対象としていません。

http://www.sun.com/software/products/directory_srvr_ee/get.jspから製品をダウ
ンロードする前に、指定したバージョンの最新のライセンスを確認できます。

Directory Server Enterprise Edition 6.3の新機能
Directory Server Enterprise Edition 6.3は、Directory Server Enterprise Edition 6.2リリース
に次の新機能を追加するパッチリリースです。

■ 一部の特定の配備におけるパフォーマンスの向上。たとえば、Directory Serverの
再起動後にサブ組織がより速く削除できるようになりました (RFE 6522419)。

■ SuSE 10オペレーティングシステムのサポート。詳細は、27ページの「オペレー
ティングシステム要件」を参照してください。

■ HP-UX 11.23 (PA-RISC)のサポート。詳細は、27ページの「オペレーティングシ
ステム要件」を参照してください。

■ 配備の柔軟性とセキュリティーの向上。Directory Service Control Centerレジストリ
によるポート変更の許可や、IPアドレスで定義されたアドレス上での待機など。

■ 新しい purge-csnオプションを dsadmコマンドで使用してレプリケーションメタ
データを削除することによる使用ディスク容量の削減。

■ LDAPコントロールサポートの向上によるDirectory Proxy Serverを介したほかの製
品との相互運用性の向上。

Directory Server Enterprise Edition 6.3の新機能
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■ Directory Proxy Serverでは、Active Directoryを含む複数のデータソースと Sun Java
System Directory Serverへのバインド操作が行えます。不正なパスワードでアクセ
スしようとしたユーザーは複数のデータソースへのアクセスを阻止されるように
なり、セキュリティーが向上しました。

■ Windowsのネイティブ配布。これについては、25ページの「ソフトウェアの入
手」を参照してください。

■ 任意のユーザーとしてWindowsにZIP形式の配布パッケージをインストール可
能。

ソフトウェアの入手
Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3ソフトウェアは、次の場所からダ
ウンロードできます。

http://www.sun.com/software/products/directory_srvr_ee/get.jsp

このダウンロードページは、ダウンロードする必要のある配布の種類に応じて、適
切なダウンロードに案内する開始点として機能します。Directory Server Enterprise
Edition 6.3は、次の配布形態で入手できます。
■ ネイティブパッケージ配布
■ ZIP形式の配布パッケージ

Identity Synchronization for WindowsはDirectory Server Enterprise Editionネイティブ
パッケージ配布では配布されません。

Directory Server Enterprise Edition 6.3は、次の形態で入手できます。
■ ネイティブパッチ – Java ESインストーラを使用してインストールされたDirectory

Server Enterprise Edition 6.0、6.1、および 6.2のネイティブパッケージをアップグ
レードするパッチ。

■ ZIPベースの配布— Directory Server Enterprise Edition 6.3をインストールしたり、
Directory Server Enterprise Edition 6.0、6.1および 6.2の ZIPインストール環境を
アップグレードするためのスタンドアロンの配布。

注 – Microsoft Windowsプラットフォーム上のDirectory Server Enterprise Edition 6.3のネ
イティブインストールのパッチリリースは、ほかのプラットフォーム上のDirectory
Server Enterprise Edition 6.3のパッチリリースと同時には入手できません。Microsoft
Windowsプラットフォーム上のDirectory Server Enterprise Edition 6.3のネイティブイ
ンストールのパッチリリースは、あとで入手できるようになります。

Microsoft Windowsプラットフォームの ZIP形式の配布パッケージは、現在入手可能
です。

パッチの番号については、「Software Installation」 in『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Installation Guide』を参照してください。

ソフトウェアの入手
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現在のインストールをもとに、インストールする必要のあるものを判断するには、
「Installation Procedure Quick Reference」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Installation Guide』を参照してください。

ハードウェア要件

この節では、Directory Server Enterprise Editionコンポーネント製品のハードウェア要
件を示します。

■ 26ページの「Directory Serverのハードウェア要件」
■ 27ページの「Directory Proxy Serverのハードウェア要件」
■ 27ページの「Identity Synchronization for Windowsのハードウェア要件」
■ 27ページの「Directory Editorのハードウェア要件」

Directory Serverのハードウェア要件

Directory Serverソフトウェアの動作には、次のハードウェアが必要です。

コンポーネント プラットフォームの要件

RAM 1～ 2Gバイト (評価目的の場合)

最小 2Gバイト (本稼働サーバーの場合)

ローカルディスク容量 バイナリ用に 400Mバイトのディスク容量。UNIX®システムの場合、ネ
イティブパッケージからインストールされるバイナリはデフォルトで
/optに配置されます。評価目的の場合、サーバーソフトウェア用にさら
に 2Gバイトのディスク容量を用意する必要があります。

Directory Serverを使用している場合、Directory Serverに格納されるエン
トリがローカルディスク領域を使用することを考慮してください。
Directory Serverでは、NFSマウントされたファイルシステム上にインス
トールされるログおよびデータベースはサポートされていません。ロー
カルファイルシステム上の /var/opt内や /local内などの領域に、デー
タベースを収容するための十分な容量を確保する必要があります。一例
として、最大で 250,000個のエントリが存在し、写真などのバイナリ属
性がない一般的な本稼働配備で、4Gバイトがこの容量の目安となりま
す。

Directory Serverは、ログファイル用に 1.2Gバイトを超えるディスク容量
を使用することがあります。4Gバイトという記憶容量はデータベース
に対してのみで、ログは含まれていないことに注意する必要がありま
す。

Directory Serverは SANディスク記憶装置をサポートしています。SAN
ディスクを使用する前に、ディスクのレイアウトや設計を理解しておく
必要があります。1つのディスクから多数のアプリケーションが同時に
データアクセスした場合、システムの書き込みパフォーマンスに影響が
出るからです。

ハードウェア要件
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Directory Proxy Serverのハードウェア要件

Directory Proxy Serverソフトウェアの動作には、次のハードウェアが必要です。

コンポーネント プラットフォームの要件

RAM 1～ 2Gバイト (評価目的の場合)

最小 2Gバイト (本稼働サーバーの場合)

ローカルディスク容量 バイナリ用に 400Mバイトのディスク容量。UNIXシステムの場合、ネ
イティブパッケージからインストールされるバイナリはデフォルトで
/optに配置されます。

評価目的の場合、デフォルト構成の使用時において、サーバーログを保
持するための追加ディスク容量を 1サーバーインスタンスにつき 2Gバ
イト確保する必要があります。

Directory Proxy Serverでは、NFSマウントされたファイルシステムへのイ
ンストールはサポートされていません。ローカルファイルシステム上の
/var/opt内や /local内などの領域に、サーバーインスタンスとそのイン
スタンスによって使用されるすべてのファイルを収容できる十分な容量
を確保する必要があります。

Identity Synchronization for Windowsのハードウェア要件

Identity Synchronization for Windowsソフトウェアの動作には、次のハードウェアが必
要です。

コンポーネント プラットフォームの要件

RAM コンポーネントがインストールされるすべての場所に 512Mバイト (評価
目的の場合)。より多くのRAMを搭載したハードウェアを推奨します。

ローカルディスク容量 400Mバイトのディスク容量 (最小構成、Directory Serverとの同時インス
トール時)。

Directory Editorのハードウェア要件

Directory Editorのインストールに先立ち、リリースノートの第 6章をお読みくださ
い。

また、詳細についてはDirectory Editorのマニュアル
(http://docs.sun.com/coll/DirEdit_05q1)を参照してください。

オペレーティングシステム要件

この節では、Directory Server Enterprise Editionコンポーネント製品をサポートするた
めに必要なオペレーティングシステム、パッチ、およびサービスパックを示しま
す。

オペレーティングシステム要件
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Directory Server、Directory Proxy Server、およびDirectory Server Resource Kitのオペレー
ティングシステム要件

Directory Server、Directory Proxy Server、およびDirectory Server Resource Kitは、同じ
オペレーティングシステム要件を共有しています。Directory Server Enterprise Edition
ソフトウェアの動作確認は、一覧中のオペレーティングシステムの「ベース」、
「エンドユーザー」、または「コア」と呼ばれる限定構成ではなく完全インストー
ルを使用して実施しています。一部のオペレーティングシステムでは、次の表に示
されている追加のサービスパックまたはパッチが必要な場合があります。

表 2–1 オペレーティングシステム要件

Directory Server、Directory Proxy Server、およびDirectory
Server Resource KitでサポートされているOSバージョン 必要な追加ソフトウェアとコメント

Solaris 10オペレーティングシステム (SPARC®、
32ビット x86、Intel x64、およびAMD x64アーキ
テクチャー)

パッチ:
■ (SPARC) 127111に加え、118833、119689、

119963、122032、および 119254または置換
パッチ

■ (x86/x64) 127954に加え、118855、119964、
121208、122033、および 119255または置換
パッチ

Solaris 9オペレーティングシステム (SPARCおよ
び x86アーキテクチャー)

パッチ:
■ (SPARC) 112960–56以降に加え、111711、

111712、111722、112874、112963、113225、
114344、114370、114371、114372、および
114373または置換パッチ

■ (x86) 114242–41以降に加え、111713、
111728、113986、114345、114427、114428、
114429、114430、114432、116545、および
117172または置換パッチ

Red Hat Enterprise Linux Advanced Server ASおよ
び ES 3.0 Update 4 (x86およびAMDx64)

追加のソフトウェアは必要ありません。64
ビットRedHatシステムで、Directory Serverは 32
ビットモードで動作しますが、Directory Proxy
Serverは 64ビットモードで動作します。

オペレーティングシステム要件
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表 2–1 オペレーティングシステム要件 (続き)
Directory Server、Directory Proxy Server、およびDirectory
Server Resource KitでサポートされているOSバージョン 必要な追加ソフトウェアとコメント

Red Hat Enterprise Linux Advanced Server ASおよ
び ES 4.0 Update 2 (x86およびAMDx64)

次の互換性ライブラリを推奨:

compat-gcc-32-3.2.3-47.3.i386.rpm

compat-gcc-32-c++-3.2.3-47.3.i386.rpm

次の互換性ライブラリが必要:

compat-libstdc++-33-3.2.3-47.3.rpm

64ビットシステム上でRedHatを実行している
場合でも 32ビットシステムライブラリをインス
トールします。

これらの互換性ライブラリは、Red Hatメディア
または https://www.redhat.com/

rhn/rhndetails/update/から入手できます。

64ビットRedHatシステムで、Directory Serverは
32ビットモードで動作しますが、Directory
Proxy Serverは 64ビットモードで動作します。

SuSE Linux Enterprise Server 10 (x86およびAMD
x64)

Service Pack 1

Directory Server Enterprise Editionの ZIP形式の配
布パッケージでのみサポート。

64ビット SuSEシステムでは、Directory Serverは
32ビットモードで動作しますが、Directory
Proxy Serverは 64ビットモードで動作します。

SuSE Linux Enterprise Server 9 (x86およびAMD
x64)

Service Pack 4

Directory Server Enterprise EditionのZIP形式の配
布パッケージでのみサポート。

64ビット SuSEシステムでは、Directory Serverは
32ビットモードで動作しますが、Directory
Proxy Serverは 64ビットモードで動作します。

Microsoft Windows 2000 Server Service Pack 4

Microsoft Windows 2000 Advanced Server Service Pack 4

Microsoft Windows 2003 Server Standard Edition Service Pack 1

Microsoft Windows 2003 Server Enterprise Edition Service Pack 1

オペレーティングシステム要件
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表 2–1 オペレーティングシステム要件 (続き)
Directory Server、Directory Proxy Server、およびDirectory
Server Resource KitでサポートされているOSバージョン 必要な追加ソフトウェアとコメント

Hewlett Packard HP-UX 11iV2 (11.23) PA-RISC 64ビット

Directory Server Enterprise Editionの ZIP形式の配
布パッケージでのみサポート。

Microsoft Windowsのすべてのサポートされているバージョンで、Directory Serverと
Directory Proxy Serverは 32ビットモードでのみ動作し、ファイルシステムタイプは
NTFSである必要があります。

注 – Microsoft Windowsプラットフォーム上のDirectory Server Enterprise Edition 6.3のネ
イティブインストールのパッチリリースは、ほかのプラットフォーム上のDirectory
Server Enterprise Edition 6.3のパッチリリースと同時には入手できません。

Microsoft Windowsプラットフォーム上のDirectory Server Enterprise Edition 6.3のネイ
ティブインストールのパッチリリースは、あとで入手できるようになります。

Microsoft Windowsプラットフォームの ZIP形式の配布パッケージは、現在入手可能
です。

Solarisパッチクラスタを入手すると、ほとんどの個別パッチのダウンロードを回避
できます。Solarisパッチクラスタを入手するには、次の手順に従います。

1. http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patchpageの SunSolveパッチ
ページにアクセスします。

2. 「推奨パッチクラスタ」リンクをクリックします。

3. お使いの Solaris OSと Java ESバージョンに対応するパッチクラスタをダウンロー
ドします。

SuSE Linux Enterprise Serverにインストールするには、いくつかの Java環境変数をリ
セットする必要があることに注意してください。詳細は、『Sun Java System Directory
Server Enterprise Edition 6.3 Installation Guide』を参照してください。

Identity Synchronization for Windowsのオペレーティングシステム要件

Identity Synchronization for Windowsコンポーネントは、次の表に示すバージョンの各
種オペレーティングシステム上で動作します。一部のオペレーティングシステムで
は、次の表に示されている追加のサービスパックまたはパッチが必要な場合があり
ます。

オペレーティングシステム要件
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Identity Synchronization for Windowsのサポー
トされているOSのバージョン 必要な追加ソフトウェアとコメント

Solaris 10オペレーティングシステム
(SPARC、x86、およびAMD x64アー
キテクチャー)

パッチ:
■ (SPARC) 118833, 119689, 119963, 122032,および 119254また
は置換パッチ

■ (x86/x64) 118855, 119964, 121208, 122033,および 119255ま
たは置換パッチ

Solaris 9オペレーティングシステム
(SPARCおよび x86アーキテク
チャー)

パッチ:
■ (SPARC) 111711、111712、111722、112874、112963、

113225、114344、114370、114371、114372、および
114373または置換パッチ

■ (x86) 111713、111728、113986、114345、114427、
114428、114429、114430、114432、116545、および
117172または置換パッチ

Red Hat Enterprise Linux Advanced
Server 3.0 Update 4 (x86およ
びAMDx64)

追加のソフトウェアは必要ありません。

Red Hat Enterprise Linux Advanced
Server 4.0 Update 2 (x86およ
びAMDx64)

次の互換性ライブラリを推奨:

compat-gcc-32-3.2.3-47.3.i386.rpm

compat-gcc-32-c++-3.2.3-47.3.i386.rpm

次の互換性ライブラリが必要:

compat-libstdc++-33-3.2.3-47.3.rpm

64ビットシステム上でRedHatを実行している場合でも 32
ビットシステムライブラリをインストールします。

これらの互換性ライブラリは、Red Hatメディアまたは
https://www.redhat.com/rhn/rhndetails/update/から入手で
きます。

Microsoft Windows 2000 Server Service Pack 4

Microsoft Windows 2000 Advanced
Server

Service Pack 4

Microsoft Windows 2003 Server
Standard Edition

Service Pack 1

Microsoft Windows 2003 Server
Enterprise Edition

Service Pack 1

Microsoft Windows NT Server 4.0プラ
イマリドメインコントローラ (x86
アーキテクチャー)

Service Pack 6a

オペレーティングシステム要件
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注 – SuSEまたはHP-UXシステムでは Identity Synchronization for Windowsはサポート
されていません。

Directory Editorのオペレーティングシステム要件

Directory Editorのインストールに先立ち、リリースノートの第 6章をお読みくださ
い。

また、詳細についてはDirectory Editorのマニュアル
(http://docs.sun.com/coll/DirEdit_05q1)を参照してください。

ソフトウェア依存関係の要件

Directory Serverは、暗号化アルゴリズムをNetwork Security Services (NSS)レイヤーに
依存します。NSSは、Solaris 10システムで提供され、暗号化促進デバイスをサポー
トする Sun暗号化フレームワークとの組み合わせで正しく機能することが確認され
ています。

Microsoft Windowsシステムでは、アカウントのアクティブ化や手動のスキーマレプ
リケーションのコマンドを使用するには、Directory ServerにActivePerlソフトウェア
が必要です。ActivePerlはDirectory Server Enterprise Editionには付属しません。この依
存関係は、次のコマンドに影響します。

■ ns-accountstatus(1M)
■ ns-activate(1M)
■ ns-inactivate(1M)
■ schema_push(1M)

Microsoft Windowsシステムでは、Directory Service Control Centerが正しく動作するよ
うにするために、ポップアップブロッカを無効にする必要があります。

Directory Service Control Centerは次のアプリケーションサーバーをサポートします。

■ Sun Java System Application Server 8.2。
■ Tomcat 5.5。

詳細は、「Installing Directory Service Control Center From Zip Distribution」 in『Sun
Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Installation Guide』を参照してくださ
い。

Directory Proxy Serverを Solaris、Red Hat、およびWindowsシステムで動作させるに
は、Javaランタイム (JRE)の version 1.5.0_09以上が必要になります。JREは ZIP形式
の配布パッケージからインストールされます。JAVA_HOME環境変数セットを使用し
てZIP形式の配布パッケージからインストールする場合は、JAVA_HOMEで指定された
Java Runtime Environmentが使用されます。JAVA_HOME環境変数が Java 5 Runtime
Environment (Java 1.5)を使用するように設定されていることを確認してください。

ソフトウェア依存関係の要件
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Directory Proxy Serverは、Java 6 Runtime Environment (Java 1.6)で実行すると、一部の
システムでハングアップする場合があります。

Directory Proxy Serverは、どの LDAPv3準拠のディレクトリサーバーでも動作できま
すが、Sun Java System Directory Serverでしかテストされていません。

仮想化については、Directory Proxy Serverは、次に示すドライバを使用して、次の
JDBCデータソースで検証されています。ただし、Directory Proxy Serverはすべての
JDBC 3準拠のドライバで動作します。

JDBCデータソース JDBCドライバ

DB2 v9 IBM DB2 JDBC Universal Driver Architecture

2.10.27

JavaDB 10.2.2.0 Apache Derby Network Client JDBCドライバ

10.2.2.0

MySQL 5.0 MySQL-AB JDBCドライバ

mysql-connector-java-5.0.4

Oracle 9i Database

Oracle 10g Database

Oracle JDBCドライバ

10.2.0.2.0

Microsoft Windowsシステムでは、MKSシェルから dsee_deployコマンドを実行した
場合、共通エージェントコンテナ (cacao)にソフトウェアを正しく登録できません。
この問題は、MKSの PATHに system-drive:\system32フォルダが含まれていない場合に
発生することがあります。別の方法として、Microsoft Windowsのネイティブなコマ
ンド行でコマンドを実行してください。

Solaris 10では、rc.scriptsが推奨されていないので、dsadm autostartなどのコマン
ドはサポートされていません。これらのタイプの要求を処理するには、代わりに
Solaris 10 Service Management Facility (SMF)を使用します。たとえば、dsadm

enable-serviceなどです。SMFの詳細については、Solarisオペレーティングシステ
ムのドキュメントを参照してください。
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Identity Synchronization for Windowsをインストールする前に、JREやMessage Queue
を含め、前提条件の Sun Java Systemソフトウェアコンポーネントをインストールする
必要があります。

■ Identity Synchronization for Windowsには JREは付属しません。

Identity Synchronization for Windowsインストーラの動作には J2SEまたは JRE
1.5.0_09が必要です。

Windows NT上での Identity Synchronization for Windowsの動作には JRE 1.5.0_09が
必要です。

■ このリリースの Identity Synchronization for Windowsには、Directory Server
Enterprise Editionのコンテキストにライセンスが制限されたMessage Queue 3.6が
バンドルされています。

Identity Synchronization for Windowsをインストールする場合は、使用するバー
ジョンのMessage Queueへのパスを指定する必要があります。それにより、
Identity Synchronization for Windowsインストールプログラムは、Identity
Synchronization for WindowsがMessage Queueを使用して同期できるように、必要
なブローカをMessage Queueにインストールします。

Windowsシステムでは、Identity Synchronization for WindowsはMessage Queue 3.6の
みをサポートしています。そのため、Identity Synchronization for Windowsにバン
ドルされているMessage Queue 3.6をインストールしてください。

ただし、Message Queue 3.7は Java Enterprise System共有コンポーネントとしてイン
ストールされます。そのため、結果としてWindowsシステム上で、Message
Queue 3.6とMessage Queue 3.7の両方がインストールされる可能性があります。
Java Enterprise Systemコンポーネントを Identity Synchronization for Windowsととも
にWindowsシステムにインストールする場合は、Message Queue 3.7を選択しない
ようにしてください。

Windowsシステムでは、コンソールおよびAdministration Serverとともにインストー
ルされた JREには、夏時間の変更に対する修正が含まれていません。インストール
のあと、夏時間の変更に対する修正を適用する必要があります。JREを修正するに
は、http://java.sun.com/javase/tzupdater_README.htmlで説明されている tzupdater

ツールを使用します。修正対象の JREは、インストール後、コンソール
とAdministration Serverをインストールした場所の ServerRoot/bin/base/jre/に格納さ
れます。

ファイアウォール環境での Identity Synchronization for Windowsの要件

Identity Synchronization for Windowsはファイアウォール環境での実行が可能です。次
の各節では、ファイアウォールを通して公開する必要があるサーバーポートの一覧
を示しています。

ソフトウェア依存関係の要件
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Message Queueの要件

Message Queueはデフォルトで、そのポートマッパーを除くすべてのサービスに対し
て動的ポートを使用します。ファイアウォールを通してMessage Queueブローカにア
クセスする場合、すべてのサービスに対して固定ポートを使用するようにブローカ
を設定してください。

コアのインストール後、ブローカの設定プロパティー
imq.<service_name>.<protocol_type>.portを設定する必要があります。特に、
imq.ssljms.tls.portオプションを設定する必要があります。詳細については、
Message Queueのマニュアルを参照してください。

インストーラの要件

Identity Synchronization for Windowsインストーラは、設定ディレクトリとして機能し
ているDirectory Serverと通信できる必要があります。

■ Active Directoryコネクタをインストールする場合、インストーラがActive
Directoryの LDAPポート (389)と通信できる必要があります。

■ Directory ServerコネクタまたはDirectory Serverプラグイン (サブコンポーネント)
をインストールする場合、インストーラがDirectory Serverの LDAPポート (デ
フォルトで 389)と通信できる必要があります。

コアコンポーネントの要件

Message Queue、システムマネージャー、およびコマンド行インタフェースが、
Identity Synchronization for Windowsの設定が保存されたDirectory Serverと通信できる
必要があります。

コンソールの要件

Identity Synchronization for Windowsコンソールが、次に示すコンポーネントと通信で
きる必要があります。

■ Active Directory (LDAP経由の場合ポート 389、LDAPS経由の場合ポート 636)
■ Active Directoryグローバルカタログ (LDAP経由の場合ポート 3268、LDAPS経由の
場合ポート 3269)

■ 各Directory Server (LDAPまたは LDAPS経由)
■ Administration Server
■ Message Queue

ソフトウェア依存関係の要件
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コネクタの要件

すべてのコネクタがMessage Queueと通信できる必要があります。

加えて、コネクタに関する次の要件が満たされている必要があります。

■ Active Directoryコネクタが、LDAP経由 (ポート 389)または LDAPS経由 (ポート
636)でActive Directoryドメインコントローラにアクセスできる必要があります。

■ Directory Serverコネクタが、LDAP経由 (デフォルトポート 389)または LDAPS経
由 (デフォルトポート 636)でDirectory Serverインスタンスにアクセスできる必要
があります。

ファイアウォール環境でのDirectory Serverプラグインの要件

各Directory Serverプラグインが、Directory Serverコネクタのサーバーポート (コネク
タのインストール時に選択したもの)と通信できる必要があります。Directory Server
マスターレプリカで動作するプラグインは、Active Directoryの LDAPポート (389)ま
たは LDAPSポート (636)に接続できる必要があります。その他のDirectory Serverレプ
リカで動作するプラグインは、マスターDirectory Serverの LDAPポートおよび
LDAPSポートと通信できる必要があります。

Directory Service Control Centerでサポートされるブラウザ

次の表に、Directory Service Control Centerをサポートするブラウザをオペレーティン
グシステムごとに示します。

オペレーティングシステム サポートされるブラウザ

Solaris 10および Solaris 9 (SPARCおよび x86) NetscapeTM Communicator 7.1、MozillaTM 1.7.12、
および Firefox 1.0.7、1.5、および 2.0

Red Hat Linux 4、Red Hat Linux 3および SuSE
Linux

Mozilla 1.7.12および Firefox 1.0.7、1.5、および 2.0

Windows XP Netscape Communicator 8.0.4、Microsoft Internet
Explorer 6.0SP2、Mozilla1.7.12、および Firefox
1.0.7、1.5および 2.0

Windows 2000/2003 Netscape Communicator 8.0.4, Microsoft Internet
Explorer 6.0 SP1、Mozilla1.7.12、および Firefox
1.0.7、1.5および 2.0

インストールに必要な特権と資格

この節では、Directory Server Enterprise Editionコンポーネント製品のインストールに
必要な特権および資格について説明します。

■ 37ページの「Directory Server、Directory Proxy Server、Directory Service Control
Center、およびDirectory Server Resource Kitのインストールに必要な特権」

インストールに必要な特権と資格
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■ 38ページの「Identity Synchronization for Windowsのインストールに必要な特権と
資格」

Directory Server、Directory Proxy Server、Directory Service Control Center、および
Directory Server Resource Kitのインストールに必要な特権

Java Enterprise Systemネイティブパッケージベースの配布からDirectory Server、
Directory Proxy Server、またはDirectory Service Control Centerをインストールするに
は、次の特権が必要です。

■ SolarisおよびRed Hatシステムでは、root特権でインストールを行う必要があり
ます。

■ Windowsシステムでは、Administrator特権でインストールを行う必要がありま
す。

ZIP形式の配布パッケージからDirectory Server、Directory Proxy Server、および
Directory Server Resource Kitをインストールする場合には、特別な特権は必要ありま
せん。詳細は、『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Installation
Guide』を参照してください。

アップグレードの前に

Directory Server Enterprise Edition 6.3のパッチを適用する前に、次の点を考慮する必要
があります。

■ ネイティブパッケージベースの配布の場合。Directory Server Enterprise Edition 6.3
のパッチを適用する前に、すべてのDirectory ServerおよびDirectory Proxy Server
インスタンス (DSCCレジストリを含む)を停止する必要があります。
サーバーインスタンスを停止せずにパッチを適用すると、次回再起動時にインス
タンスがクラッシュする可能性があります。

注 –ネイティブパッケージベースの配布の場合。パッチを適用してDirectory Server
Enterprise Editionをアップグレードしたあとは、次のコマンドを実行して Sun Web
Consoleを再起動します。

# smcwebserver restart

ローカライズ版のコンソールを使用するには、Directory Server Enterprise Edition
6.3のローカライズ版のパッチの前にDirectory Server Enterprise Edition 6.3パッチを
適用してください。さらに、次に示すコマンドを指定された順序で実行します。

# dsccsetup console-unreg

# dsccsetup console-reg

インストールに必要な特権と資格
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詳細については、45ページの「Directory Server 6.3の既知の問題点」のバグ
6583131を参照してください。

■ ZIPベースの配布の場合。Directory Server Enterprise Edition 6.3の ZIP形式の配布を
次の適用可能な ZIPインストール環境の 1つに適用する前に、すべてのDirectory
ServerおよびDirectory Proxy Serverインスタンスを停止する必要があります。
■ Directory Server Enterprise Edition 6.0
■ Directory Server Enterprise Edition 6.1
■ Directory Server Enterprise Edition 6.2

dsee_deployコマンド自体によってこのチェックが行われますが、Microsoft
Windows 2000プラットフォーム上では実行されません。詳細については、45
ページの「Directory Server 6.3の既知の問題点」の 6660462を参照してください。

サーバーインスタンスを停止せずにパッチを適用すると、次回再起動時にインス
タンスがクラッシュする可能性があります。

WARファイルを配備解除して再配備するまで、パッチの内容はDirectory Service
Control Centerに適用されません。この要件は、45ページの「Directory Server 6.3
の既知の問題点」のバグ 6583131に関連しています。

Identity Synchronization for Windowsのインストールに必要な特権と資格

Identity Synchronization for Windowsをインストールするには、次のコンポーネントに
対する資格情報を用意する必要があります。

■ 設定Directory Server。
■ 同期対象のDirectory Server。
■ Active Directory。
詳細については、「Installing Core」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3 Installation Guide』を参照してください。

加えて、Identity Synchronization for Windowsをインストールするには次の特権が必要
です。

■ SolarisおよびRed Hatシステムでは、root特権でインストールを行う必要があり
ます。

■ Windowsシステムでは、Administrator特権でインストールを行う必要がありま
す。

注 –テキストベースのインストーラを使用してパスワードを入力するとき、パスワー
ドはプログラムによって自動的にマスクされ、そのまま画面に表示されることはあ
りません。テキストベースのインストーラは SolarisおよびRed Hatシステムでのみサ
ポートされています。

インストールに必要な特権と資格
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Identity Synchronization for Windowsのインストールに関する注意事項

Identity Synchronization for Windowsを新規インストールする前に、必ずChapter 4,
「Preparing for Installation,」 in『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3
Installation Guide』をお読みください。

Windows Server 2003での Identity Synchronization for Windowsの使用

Windows Server 2003では、デフォルトのパスワードポリシーで強力なパスワードが
要求されますが、これはWindows 2000におけるデフォルトのパスワードポリシーと
異なります。

Identity Synchronization for Windowsのインストールに関する注意事項
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Directory Serverの修正されたバグと既知
の問題点

この章では、Directory Serverのリリース時点で判明している、製品固有の重要な情報
を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 41ページの「Directory Server 6.3で修正されたバグ」
■ 43ページの「Directory Serverの既知の問題点と制限事項」

Directory Server 6.3で修正されたバグ

この節では、Directory Serverの前回のリリース以降に修正されたバグの一覧を示しま
す。

6642430 大きな ldifファイルを db2ldifを使用してインポートすると、イン
デックスファイルが壊れます。データベースの破壊は、Sleepycatデータ
ベースファイルのページがゼロになったように見えます。

6547406 dpconf help-propertiesの出力がローカライズされていません。

6541523 Directory Serverの dsconfコマンドでは、
repl-accept-client-update-enabledプロパティーを「off」に設定できる
ようになりました。ただし、dsconfコマンドを使用してDirectory Server
6.0のインスタンスを構成する場合、「off」値は拒否され、Directory
Serverのバージョンをアップグレードするかどうかを確認するメッセー
ジが表示されます。

6533281 アイドル接続は、何らかのネットワーク活動が行われるまで閉じませ
ん。

アイドルのタイムアウトは常に正しく計算されるようになりました。

6634117 ディレクトリを更新するために amadminコマンド (119465-11および
119466-11でのAccess Manager 6.3用)を実行すると、Directory Serverはコ
アダンプします。

3第 3 章
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6627860 ACIに共通のターゲット属性とともに userattrおよび userdnが設定され
ている場合の検索動作で、クラッシュが発生する可能性があります。

6625993 内部検索 isMemberOf検索で、DN名に含まれているコンマがマスクされ
ません。

6623504 変更ログ調整動作が異なる IDを持ついくつかのレコードを削除すると、
デッドロックが発生します。

6604342 Directory Serverの旧バージョン形式の変更ログによって不正な変更のレ
コードが生成される場合があります。

6586770 SSLレプリケーションアグリーメントなどのさまざまな操作時にコン
シューマに対して動作を行うと、ns-slapdプロセスでメモリーリークが
発生します。

6583362 dsmigコマンドが、入れ子のサフィックスの移行に失敗します。

6586724 旧バージョン形式の変更ログが有効な場合のマスター上のメモリーリー
ク。

2153997 レプリケーションメタデータの増加が時間が経っても受け入れられませ
ん。

2154845 dnキャッシュ/ハッシュテーブルおよび dn正規化でのクラッシュ。

6568770 部分文字列の検索中のメモリーリーク。

6574902 ログのローテーション実行時のエラー。

2149741 複数の指定子を処理する場合、CoS Fastlookup実装が無限ループになる可
能性があります。

2150672 1006のフィルタ要素を持つフィルタを実行すると、Directory Serverがク
ラッシュします。

6518034 dsconfコマンドがエスケープ文字のあるサフィックスを正しく処理しま
せん。

6575696 SuSE上で Zip Webコンソールを使用してインスタンスを作成しようとす
ると、ウィザードがハングアップします。

6618547 構成ファイルに見つからないレプリカオブジェクトがあると、レプリ
ケーション管理アグリーメントの初期化中にDirectory Serverがク
ラッシュします。

6630297 SuSE 64ビットインストールで、dsadm createコマンドに失敗します。

6582831 Solarisで、システムの再起動後、サービスとして登録されているインス
タンスが起動しないことがあります。

Directory Server 6.3で修正されたバグ

Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.3リリースノート • 2008年 4月42



6590558 Linuxで、/etc/security/limits.confファイルにファイルの最大数が指
定されていると、システム再起動時にDirectory Serverインスタンスが起
動しません。

6577314 サーバーインスタンスを停止せずにDirectory Server Enterprise Edition 6.3
パッチを適用すると、dsadm infoおよび dsadm stopは、サーバーの実行
中にサーバーがダウンしていることを示します。

6573440 Directory Serverの複数の属性で一意性プラグインを使用できるよう設定
すると、Directory Serverの起動時にエラーが表示されます。

6547923 Directory Server Enterprise Edition Windowsサービスは、システムの再起動
時に複数のサーバーインスタンスの起動に失敗します。

6490762 新しい証明書を作成または追加したあと、変更を有効にするために
Directory Serverを再起動する必要があります。

6448572 国名を指定すると、Directory Service Control Centerによる自己署名付き証
明書の生成は失敗します。

6582716 IPv6アドレスが repl-dest HOSTに指定されている場合、create-repl-agmt

に失敗します。

このバグは修正されため、IPv6アドレスを宣言できるようになりまし
た。オプションとして角括弧 ([])を使用できます。IPv6アドレスを宣言
するために角括弧を使用する場合は、各角括弧の前にバックス
ラッシュを追加してください。このため、次に示す 2つのコマンドは、
同じ意味を持ちます。

dsconf create-repl-agmt -p 5566 dc=com 1234:123d:aeff:9dc9:222:4fff:fe3a:5bb2:5389

dsconf create-repl-agmt -p 5566 dc=com \[1234:123d:aeff:9dc9:222:4fff:fe3a:5bb2\]:5389

Directory Serverの既知の問題点と制限事項

この節では、リリース時点での既知の問題点および制限事項の一覧を示します。

Directory Serverの制限事項

ファイルアクセス権を手作業で変更した場合の問題点
インストール済みのDirectory Server Enterprise Edition製品ファイルのアクセス権を
変更すると、場合によってはソフトウェアが正常に動作しなくなる可能性があり
ます。ファイルのアクセス権は、製品マニュアルの指示、または Sunサポートか
らの指示に従っている場合のみ変更してください。

この制限事項を回避するには、適切なユーザーアクセス権およびグループアクセ
ス権を持つユーザーとして製品をインストールし、サーバーインスタンスを作成
します。

Directory Serverの既知の問題点と制限事項
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cn=changelogサフィックスをレプリケートした場合の問題点
cn=changelogサフィックスのレプリケーションを設定することは可能ですが、実
際に設定するとレプリケーションに干渉する可能性があります。cn=changelogサ
フィックスをレプリケートしないでください。cn=changelogサフィックスは、旧
バージョン形式の変更ログのプラグインによって作成されます。

Sun Cluster上でのフェイルオーバー後にデータベースキャッシュが古くなる場合が
ある

Directory Serverは Sun Cluster 3.2をサポートします。Sun Cluster上でDirectory
Serverを実行しているとき、共有されていないディレクトリを使用するように
nsslapd-db-home-directoryを設定すると、データベースキャッシュファイルが複
数のインスタンスによって共有されます。フェイルオーバー後、新しいノード上
のDirectory Serverインスタンスが、古くなっている可能性があるそのデータベー
スキャッシュファイルを使用します。

この制限に対処するには、共有ディレクトリを使用するように
nsslapd-db-home-directoryを設定するか、またはDirectory Serverの起動時に
nsslapd-db-home-directory下のファイルが削除されるようにシステムを設定して
ください。

LD_LIBRARY_PATHに /usr/libが含まれる場合に誤った SASLライブラリがロードされ
る

LD_LIBRARY_PATHに /usr/libが含まれている場合に、誤った SASLライブラリが使
用され、インストール後に dsadmコマンドが失敗する原因となります。

cn=config属性の変更には LDAPの置換操作を使用する
cn=configに対する LDAPの変更操作では、置換サブ操作のみを使用できます。属
性を追加または削除しようとすると、操作は拒否され、エラー 53 (DSA is

unwilling to perform)が返されます。Directory Server 5では、属性または属性値の
追加または削除が可能でしたが、値の検証を経ることなく dse.ldifファイルに更
新が適用され、DSAの内部状態はDSAを停止して再開するまで更新されませんで
した。

注 – cn=config設定インタフェースは非推奨となっています。可能な場合は、代わ
りに dsconfコマンドを使用してください。

この制限への対処として、追加または削除サブ操作の代わりに、LDAPの変更操
作の置換サブ操作を代用することができます。機能面での支障は発生しません。
また、変更後のDSA設定の状態が予測しやすくなります。

WindowsシステムでDirectory Serverが Start TLS操作をデフォルトで許可しない
この問題点は、Windowsシステム上のサーバーインスタンスのみに影響します。
この問題の原因は、Start TLS操作を使用するときのWindowsシステム上のパ
フォーマンスです。
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この問題に対処するには、dsconfコマンドで -Pオプションを指定し、SSLポート
を直接使用して接続することを検討してください。別の方法として、ネットワー
ク接続がすでにセキュリティー保護されている場合は、dsconfコマンドの -eオプ
ションの使用を検討してください。このオプションにより、セキュリティー保護
された接続を要求せずに標準ポートに接続できます。

存在しないサーバーをレプリケーション更新ベクトルが参照する場合がある
レプリケートしたDirectory Serverインスタンスをレプリケーショントポロジから
削除したあとも、レプリケーション更新ベクトルがそのインスタンスへの参照を
維持し続けることがあります。結果として、存在しなくなったインスタンスへの
リフェラルが発生する可能性があります。

共通エージェントコンテナがシステム起動時に開始しない
この問題点に対処するには、ネイティブパッケージからのインストール時に root

権限で cacaoadm enableコマンドを使用してください。

max-thread-per-connection-countがWindowsシステムで正しく機能しない
Directory Serverの設定プロパティー max-thread-per-connection-countは、
Windowsシステムには適用されません。

Microsoft Windowsのバグによりサービスのスタートアップの種類が無効と表示され
る

Microsoft Windows 2000 Standard Editionのバグ
(http://support.microsoft.com/kb/287516/en-us)が原因で、Microsoft管理コン
ソールを使用してDirectory Serverサービスを削除したあとも、このサービス
が「無効」として表示されます。

Windows XP上で、Administratorアカウントで、webconsoleにログインできない
Windows XP上で実行しているwebconsoleにAdministratorアカウントでログインで
きません。

この問題に対処するには、ゲストアカウントを無効にして、レジストリキー
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Lsa\ForceGuestを 0に設
定してください。

オンザフライでインデックス構成を変更する
ある属性のインデックス構成を変更すると、フィルタとしてその属性を含むすべ
ての検索は、インデックスが生成されていないものとして処理されます。この属
性を含む検索を正しく処理するには、dsadm reindexまたは dsconf reindexコマン
ドを使用して、属性のインデックス構成を変更するたびに既存のインデックスを
再生成します。詳細は、Chapter 13,「Directory Server Indexing,」 in『Sun Java
System Directory Server Enterprise Edition 6.3 Administration Guide』を参照してくださ
い。

Directory Server 6.3の既知の問題点

この節では、Directory Server 6.3のリリース時に判明していた既知の問題点の一覧を
示します。

Directory Serverの既知の問題点と制限事項

第 3章 • Directory Serverの修正されたバグと既知の問題点 45

http://support.microsoft.com/kb/287516/en-us
http://support.microsoft.com/kb/287516/en-us


6583131 6.3パッチリリースの適用後に、Directory Service Control Center
にパッチが正しく適用されません。

ローカライズされたDirectory Service Control Centerを使用するに
は、Directory Server Enterprise Edition 6.3のローカライズした
パッチの前にDirectory Server Enterprise Edition 6.3パッチを適用
し、次のコマンドを指定された順序で実行します。

# dsccsetup console-unreg

# dsccsetup console-reg

Directory Server Enterprise Edition 6.3パッチの前にDirectory Server
Enterprise Edition 6.3のローカライズしたパッチを適用した場合
は、dsccsetup console-unregコマンドと console regコマンド
を実行する必要はありません。

ZIPによるインストールの場合は、Directory Server Enterprise
Edition 6.3のローカライズしたパッチがDirectory Service Control
Centerに自動的に適用されません。回避方法として、WAR
ファイルの配備をいったん解除してから再配備します。

6630897 dsadm show-*-log l コマンドの出力に正しい行が含まれていま
せん。以前にローテーションされたログの最終行を含んでいる
可能性があります。

6630924 ログのいくつかの行に 1024文字以上含まれている場合、dsadm

show-*-logコマンドの出力が正しくありません。

2155981 一部のACI検索は、制限された属性の値を公開できます。これ
によって、一部のユーザーは制限された値の増分推測を行えま
す。

2156184 実行中のDirectory Serverインスタンスに対して db2ldifを使用
してバックアップを実行する場合、「Ctrl-C」を発行して
db2ldifプロセスが不完全に終了されると、プロセスがDB内の
ロックを解除しない場合があります。後続のMODがロックさ
れたページに対して試行されると、無期限にブロックし、サー
バーがこれ以上MODを処理できないようにします。

6637242 WARファイルの配備後、「トポロジの表示」ボタンが機能しな
い場合があります。
org.apache.jsp.jsp.ReplicationTopology_jsp._jspServiceに基
づいた Javaの例外が起きることがあります。

6640755 Windowsの韓国語ロケールでns-slapdが開始に失敗すると、
dsadm startコマンドが nsslapdエラーログを表示しません。
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2157291 Sun Web Proxy 4.0の「ダイジェスト認証」を構成している場合
に、「DESアルゴリズムを使用するための Sun Java System
Directory Serverの設定」の指示に従うと、
iplanetReversiblePassword属性の最初の変更時にレプリケー
ションに失敗する場合があります。

6648240 Directory Service Control Centerで「インデックス」タブの「追加
のインデックス」テーブルの属性を変更または削除すると、ブ
ラウザが更新されるまで無効な情報が表示される可能性があり
ます。

6650105 Windows 2000の ZIP形式の配布パッケージでTomcat 5.5
Application Serverと Internet Explorer 6を使用し、Directory Service
Control Centerの「新規DSアクセス制御命令」ウィザード
の「手順 3 :アクセス権限を割り当てます」で「指定したユー
ザーに権限を割り当て:」リストボックスの「削除」ボタンをク
リックすると、次のような例外が発生する可能性があります。

次のエラーが発生しました:

Handler method "handleAssignACIToDeleteButtonRequest" not implemented,

or has wrong method signature

詳細を表示
詳細を非表示
com.iplanet.jato.command.CommandException: Handler method

"handleAssignACIToDeleteButtonRequest" not implemented, or has wrong method signature

com.iplanet.jato.view.command.DefaultRequestHandlingCommand.execute

(DefaultRequestHandlingCommand.java:167)

com.iplanet.jato.view.RequestHandlingViewBase.handleRequest

(RequestHandlingViewBase.java:308)

com.iplanet.jato.view.ViewBeanBase.dispatchInvocation(ViewBeanBase.java:802)

6660462 Directory Server Enterprise Edition 6.2からDirectory Server
Enterprise Edition 6.3にアップグレードする前に、Directory Server
またはDirectory Proxy Serverの各インスタンスの ntserviceを手
動で停止する必要がありますが、dsee_deployコマンドが
Microsoft Windows 2000プラットフォーム上のDirectory Serverま
たはDirectory Proxy Serverの実行中のインスタンスの特定に失敗
します。

Microsoft Windows 2000のZIP形式の配布パッケージでアップグ
レード時に dsee_deployコマンドが失敗する可能性がありま
す。エラーメッセージの内容は次のとおりです。

エラー:cannot delete old

C:/local/upg6263/./dsee6/lib/bin/dsee_ntservice.exe
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これは、Directory ServerまたはDirectory Proxy Serverのインスタ
ンスが現在も実行中であることを示します。インスタンスを停
止するには、Microsoft Windows 2000で「スタート」、「設
定」、「コントロールパネル」、「管理ツール」、「サービ
ス」の順に選択します。右側の列に表示されたDirectory Server
またはDirectory Proxy Serverの各サービスに対し、インスタンス
を右クリックして「停止」を選択します。

6663685 Directory Service Control Centerでサフィックスの設定のコピー操
作によって間違ったポップアップウィンドウが開く可能性があ
ります。

6559825 レプリケートされたサフィックスのあるサーバーでDSCCを使
用してポート番号を変更すると、サーバー間のレプリケー
ションアグリーメントを設定する場合に問題が発生します。

6634397 すべてのインスタンス (0.0.0.0)上で待機しているとDSCCで登録
したサーバーに対してdsconfを使用してサーバーの待機アドレ
スを変更しようとすると、DSCCエラーが発生します。

SSLポートのみとセキュリティー保護された待機アドレスを
Directory Server Enterprise Edition 6.3で設定するには、次の回避
方法を実行します。

1. サーバーをDSCCから登録解除します。

dsccreg remove-server /local/myserver

2. LDAPポートを無効にします。

dsconf set-server-prop ldap-port:disabled

3. セキュリティー保護された待機アドレスを設定します。

dsconf set-server-prop secure-listen-address:IPaddress

dsadm restart /local/myserver

4. DSCCを使用してサーバーを登録します。「サーバーの登
録」ウィザードでサーバーの IPアドレスを指定します。こ
の操作は取り消せません。

6654030 Directory Server 5.1 SP4を実行しているマスターからDirectory
Server 6.xを実行しているコンシューマへのレプリケーション
中、nsds50ruvがコンシューマ側で正しく更新されません。これ
によってレプリケーションが壊れ、アクセスログにエラー
メッセージが記録されます。
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6653574 Directory Server 6.3を実行しているマスターからDirectory Server
5.1を実行しているマスターへのレプリケーションが機能しませ
ん。

6645742 / 2158692 Directory Server 5.2からDirectory Server 6.3へのレプリケーション
作業中に既知のユーザーが間違ったパスワードでログインしよ
うとすると、レプリケーションに失敗します。

Directory Server 5.2側には次のようなエラーメッセージが表示さ
れます。

[20/Dec/2007:11:49:55 -0800] - INFORMATION -

NSMMReplicationPlugin - conn=-1 op=-1 msgId=-1 -

ruv_init_from_bervals:malformed RUV element ({replica 1})

[20/Dec/2007:11:49:55 -0800] - ERROR<8221> - Incremental

Protocol - conn=-1 op=-1 msgId=-1 - Failed and requires

administrator action [280R:3891]

Directory Server 6.x側には次のようなエラーメッセージが表示さ
れます。

[20/Dec/2007:11:38:55 -0800] - INFORMATION -

NSMMReplicationPlugin - conn=-1 op=-1 msgId=-1 - Replica

(dc=bcbsm,dc=com) has been initialized by total protocol as

full replica

[20/Dec/2007:11:45:02 -0800] - INFORMATION -

NSMMReplicationPlugin - conn=-1 op=-1 msgId=-1 -

csnplCommit:can’t find csn 476ac63e000000010000

[20/Dec/2007:11:45:02 -0800] - INFORMATION -

NSMMReplicationPlugin - conn=-1 op=-1 msgId=-1 -

ruv_update_ruv:cannot commit csn 476ac63e000000010000

[20/Dec/2007:11:45:02 -0800] - INFORMATION -

NSMMReplicationPlugin - conn=-1 op=-1 msgId=-1 -

replica_update_ruv:unable to update RUV for replica

dc=bcbsm,dc=com, csn = 476ac63 e000000010000

[20/Dec/2007:11:45:02 -0800] - ERROR<8221> - Incremental

Protocol - conn=-1 op=-1 msgId=-1 - Failed and requires

administrator action [280R:389]

6541040 Directory Service Control Centerを使用してパスワードポリシーを
変更しているときに、変更されていない属性が予期せずリ
セットされることがあります。
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Directory Service Control Centerを使用してデフォルトパスワード
ポリシーを管理すると、エラーは発生しません。しかし、
Directory Service Control Centerを使用して特別なパスワードポリ
シーを管理すると、変更されていない属性がリセットされる可
能性があります。

6643813 150のマスターを含むトポロジで ldap://host:portが見つから
ず、無効なRUVが発生します。レプリケーションをDirectory
Service Control Centerを使用して監視することはできません。マ
スターはすべて、「初期化されていません」と報告されます。

6650749 / 2158694 Directory Server 5.2データベースを使ってDirectory Server 6.3マス
ターを初期化していたDirectory Server 6.3トポロジで CLEANRUVコ
マンドを適用すると、Directory Server 6.3サーバーが不適切に変
更ログを閉じ、再起動時にデータベースの復旧を強制します。

6643692 Microsoft Windows用のネイティブインストール版でDirectory
Server Enterprise Edition 6.0から 6.3へのパッチのアップグレード
中にDirectory Service Control Centerがアップグレードされませ
ん。

回避方法として、パッチ 125311-05を適用していなければ、これ
を適用します。パッチ 125311-05を適用している場合は、まずこ
のパッチを削除してからパッチ 125311-06を適用します。

パッチ 125311-05の上にすでにパッチ 125311-06を適用している
場合は、両方のパッチを削除して、125311-06のみを再度適用し
ます。

6595805 UTF-8以外のエンコーディングの場合、インストールパッチに
ASCII以外の文字が含まれていると、dsee_deployツールが共通
エージェントコンテナ内で Java Enterprise System Monitoring
Frameworkの設定に失敗します。

6593775 DSCCのサフィックス使用状況ページにすべてのサフィックス
が表示されません。

「サフィックス使用状況」タブの「データベースキャッシュ内
のインデックスアクセス」テーブルでサフィックスを選択し、
「更新」をクリックすると、選択したサフィックスのみが表示
されます。ほかのサフィックスも表示されるべきですが、表示
されません。

6501320 カスタムスキーマのインデックスの作成中に、all-ids-threshold
のサフィックスレベルの変更がDSCCによって完全に反映され
ません。
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6579286 ds-repairツールがMicrosoft Windows用の ZIPインストール版
で正常に実行されません。Microsoft Windowsシステムによって
表示される可能性のあるエラーメッセージは、次のようなもの
があります。

dsrepair.exe - Unable to Locate Component.This application

has failed to start because NSLDAP32(version number).dll was

not found.Re-installing the application may fix this

problem.

6579820 Microsoft Windowsの ZIPインストールで、replcheck.exeファイ
ルが dsrepair.exeファイルを見つけられないため、replcheck

fixに失敗します。Microsoft Windowsシステムによって表示さ
れる可能性のあるエラーメッセージは、次のようなものがあり
ます。

dsrepair tool not found...be sure to install it before

starting replcheck

6504549 ns-slapdプロセスが rshを使用してリモートで開始された場
合、Java Enterprise System Monitoring FrameworkによるDirectory
Serverのインスタンスの検出に成功しません。

6536770 Directory Service Control Centerが非常に長いACIを表示できませ
ん。この問題によってブラウザに表示される可能性のある
メッセージには、次のようなものがあります。
■ Your browser sent a message this server could not

understand

■ The requested URL could not be retrieved.While trying to

retrieve the URL:[no URL] 次のエラーが発生しました:The

request or reply is too large.If you are making a POST or

PUT request, then your request body (the thing you are

trying to upload) is too large.If you are making a GET

request, then the reply body (what you are trying to

download) is too large.These limits have been established

by the Internet Service Provider who operates this

cache.Please contact them directly if you feel this is an

error.

2151022 証明書にローカライズされた名前が含まれている場合、証明書
を正しく削除できません。正しくリストすることもできませ
ん。

2129151 stop-slapdコマンドを実行するとDirectory Serverがハング
アップします。
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6461602 ソースが削除記録 (tombstone)の場合、またはターゲットがエン
トリ (レプリケートされないDEL)の場合 dsrepair fix-entryが
機能しません。

回避方法: dsrepair delete-entryコマンドを使用して、エント
リを明示的に削除します。その後、dsrepair add-entryコマン
ドを使用して削除記録 (tombstone)を追加します。

6594285 Directory Service Control CenterにRBAC機能がありません。

2113177 オンラインでのエクスポート、バックアップ、復元、またはイ
ンデックス作成の実行中にサーバーを停止したときにDirectory
Serverがクラッシュする現象が確認されています。

2133169 Directory Serverで LDIFからエントリをインポートするときに、
createTimeStamp属性および modifyTimeStamp属性が生成されま
せん。

LDIFインポートは高速化のために最適化されています。そのた
め、インポート処理ではこれらの属性を生成しません。この制
限に対処するには、エントリをインポートする代わりに追加し
てください。インポートを実行する前に LDIFを前処理して属性
を追加する対処策もあります。

4979319 Directory Serverの一部のエラーメッセージで、実際には存在し
ない『Database Errors Guide』に言及しています。クリティカル
なエラーメッセージの意味が理解できず、そのメッセージにつ
いての記述がドキュメントに存在しない場合は、Sunサポート
までお問い合わせください。

6488284 HP-UXプラットフォームの場合、次のセクションのDirectory
Server Enterprise Editionマニュアルページに次のコマンド行から
アクセスできません。
■ man5dpconf。
■ man5dsat。
■ man5dsconf。
■ man5dsoc。
■ man5dssd。

この問題を回避するには、『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Man Page Reference』のマニュアルページに
アクセスします。ここから、Directory Server Enterprise Editionの
すべてのマニュアルページをダウンロードできます。

6358392 ソフトウェアを削除する場合、dsee_deploy uninstallコマンド
では既存のサーバーインスタンスが停止または削除されませ
ん。
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この制限に対処するには、『Sun Java System Directory Server
Enterprise Edition 6.3 Installation Guide』の指示に従ってくださ
い。

6401484 送信先サフィックスに対して SSLクライアント認証を使用する
とき、dsconf accord-repl-agmtコマンドがレプリケーションア
グリーメントの認証プロパティーを整合できません。

この問題を回避するには、次の手順に従って、サプライヤの証
明書をコンシューマ上の設定に格納します。ここで示すコマン
ド例は、2つのインスタンスが同じホスト上にあることを前提
としています。

1. 証明書をファイルにエクスポートします。

次の例は、/local/supplierおよび /local/consumerに位置す
るサーバーを対象にエクスポートを実行する方法を示してい
ます。

$ dsadm show-cert -F der -o /tmp/supplier-cert.txt /local/supplier defaultCert

$ dsadm show-cert -F der -o /tmp/consumer-cert.txt /local/consumer defaultCert

2. クライアントとサプライヤの証明書を交換します。

次の例は、/local/supplierおよび /local/consumerに位置す
るサーバーを対象に交換を実行する方法を示しています。

$ dsadm add-cert --ca /local/consumer supplierCert /tmp/supplier-cert.txt

$ dsadm add-cert --ca /local/supplier consumerCert /tmp/consumer-cert.txt

3. コンシューマ上で SSLクライアントエントリを追加します。
usercertificate;binary属性に supplierCert証明書を指定
し、適切な subjectDNを指定します。

4. コンシューマ上でレプリケーションマネージャーDNを追加
します。

$ dsconf set-suffix-prop suffix-dn repl-manager-bind-dn:entryDN

5. /local/consumer/alias/certmap.conf内のルールを更新しま
す。

6. dsadm startコマンドで両方のサーバーを再起動します。

6412131 複数バイト文字を含む証明書名は、dsadm show-cert

instance-path valid-multibyte-cert-nameコマンドの出力ではドット
として示されます。
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6410741 Directory Service Control Centerでは、値を文字列としてソートし
ます。そのため、Directory Service Control Centerで数字をソート
すると、それらの数字は文字列であるかのようにソートされま
す。

0、20、および 100を昇順にソートすると、0、100、20というリ
ストが得られます。0、20、および 100を降順にソートすると、
20、100、0というリストが得られます。

6539650 パスに複数バイト文字を含むDirectory Serverインスタンスが
DSCCに作成されない、起動されない、またはその他の通常の
タスクを実行できない可能性があります。

これらの問題の一部は、インスタンスの作成に使用された文字
セットを使用することで解決できます。文字セットを設定する
には、次のコマンドを実行します。

# cacaoadm list-params | grep java-flags

java-flags=-Xms4M -Xmx64M

# cacaoadm stop

# cacaoadm set-param java-flags="-Xms4M -Xmx64M -Dfile.encoding=utf-8"
# cacaoadm start

これらの問題を回避するには、インスタンスのパスにASCII文
字のみを使用してください。

6416407 エスケープした引用符またはシングルエスケープしたコンマを
含むACIターゲットDNをDirectory Serverが正しく解析できま
せん。次の例に示す変更は構文エラーとなります。

dn:o=mary\"red\"doe,o=example.com
changetype:modify

add:aci

aci:(target="ldap:///o=mary\"red\"doe,o=example.com")
(targetattr="*")(version 3.0; acl "testQuotes";
allow (all) userdn ="ldap:///self";)

dn:o=Example Company\, Inc.,dc=example,dc=com

changetype:modify

add:aci

aci:(target="ldap:///o=Example Company\, Inc.,dc=example,dc=com")
(targetattr="*")(version 3.0; acl "testComma";
allow (all) userdn ="ldap:///self";)

ただし、エスケープしたコンマが 2つ以上含まれる例は、正し
く解析されることが確認されています。
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6428448 dpconfコマンドを対話型モードで使用するときに、
「「cn=Directory Manager」のパスワードを入力:」プロンプト
が 2回表示される現象が確認されています。

6446318 Windowsで、SASL認証が次の 2つの理由で失敗します。
■ SASL暗号化が使用されている。

SASL暗号化によって生じる問題に対処するには、サーバー
を停止し、dse.ldifを編集し、次のように SASLをリセット
します。

dn: cn=SASL, cn=security, cn=config

dssaslminssf: 0

dssaslmaxssf: 0

■ ネイティブパッケージを使用してインストールが実行され
た。

ネイティブパッケージのインストールによって生じる問題に
対処するには、SASL_PATHを install-dir\share\libに設定しま
す。

6449828 Directory Service Control Centerでは、userCertificateバイナリ
値が正しく表示されません。

6587801 version 6.1以降の dsadmコマンドとDirectory Service Control
Centerは、version 6.0の dsadmコマンドで作成されたDirectory
Serverインスタンスの組み込みのCA証明書を表示しません。

この問題に対処するには、

modutilの64ビットバージョンとともに 64ビットモジュールを
追加します。

$ /usr/sfw/bin/64/modutil -add "Root Certs 64bit" -libfile

/usr/lib/mps/64/libnssckbi.so -nocertdb -dbdir /instance-path/alias -dbprefix slapd- -secmod.db

6468074 設定属性 passwordRootdnMayBypassModsCheckを有効に設定した
ときに、別のユーザーのパスワードを変更するときのパスワー
ド構文チェックをすべての管理者が回避できるようにサーバー
の動作が変更されましたが、この属性の名前からはこのことが
はっきりわかりません。

6469154 Windowsでは、dsadmおよび dpadmコマンドによる出力とヘルプ
メッセージが、簡体字中国語および繁体字中国語にローカライ
ズされていません。
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6469296 Directory Service Control Centerでは既存のサーバーの設定をコ
ピーできますが、プラグイン設定をコピーすることはできませ
ん。

6469688 Windowsシステムで、LDIFファイル名に 2バイト文字が含まれ
る LDIFを dsconfコマンドでインポートしようとしたときに、
インポートが失敗する現象が確認されています。

この問題を回避するには、2バイト文字が含まれないように
LDIFファイル名を変更します。

6478568 dsadm enable-serviceコマンドが Sun Clusterに対して正しく機
能しません。

6480753 Common Agent ContainerへのMonitoring Frameworkコンポーネ
ントの登録中に dsee_deployコマンドがハングアップする現象
が確認されています。

6482378 ルートDSEのサポートされている SSLCiphers属性に、サーバー
で実際にはサポートされていないNULL暗号化方式が表示され
ます。

6483290 Directory Service Control Centerと dsconfコマンドのどちらを使
用しても、無効なプラグイン署名をDirectory Serverが処理する
方法を設定できません。デフォルトの動作では、プラグインの
署名の検証は行われますが、署名が有効であることは要求され
ません。署名が無効な場合、Directory Serverは警告をログに記
録します。

サーバーの動作を変更するには、cn=config上で
ds-require-valid-plugin-signature属性と
ds-verify-valid-plugin-signature属性を調整します。どちらの
属性も、値 onまたは offを設定できます。

6638990 / 6641357 ldapmodify一括インポートコマンドは既存のデータを壊す可能
性があります。オプション -B suffixを指定すると、サフィック
ス内の既存のデータがすべて削除されます。

したがって、ldapmodifyマニュアルページ内の、ldapmodifyコ
マンドを使用した一括インポートは既存のエントリを削除しな
い、という記述は間違いです。

6485560 Directory Service Control Centerでは、別のサフィックスにリ
フェラルを返すように設定されたサフィックスを参照できませ
ん。

6488197 Windowsシステムでのインストール後およびサーバーインスタ
ンス作成後は、インストールおよびサーバーインスタンスの
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フォルダに対するファイルアクセス権により、すべてのユー
ザーにアクセスが許可されます。

この問題点に対処するには、インストールおよびサーバーイン
スタンスのフォルダのアクセス権を変更します。

6490653 Internet Explorer 6を使用して、Directory Service Control Center上
でDirectory Serverのリフェラルモードを有効にすると、リ
フェラルモードの確認ウィンドウが小さいために、テキストの
一部が切れて表示されません。

この問題を回避するには、Mozilla Webブラウザなどの別のブラ
ウザを使用します。

6491849 レプリカをアップグレードし、新しいシステムにサーバーを移
動したあと、新しいホスト名を使用するレプリケーションアグ
リーメントを再作成する必要があります。Directory Service
Control Centerでは、既存のレプリケーションアグリーメントを
削除できますが、新規アグリーメントを作成することはできま
せん。

6492894 Red Hatシステムでは、dsadm autostartコマンドによって、
ブート時に確実にサーバーインスタンスが起動されるとは限り
ません。

6494997 DSMLを設定している場合、dsconfコマンドは、適切な
dsSearchBaseDN設定を要求しません。

6495004 Windowsシステムでは、インスタンスの basenameが dsである
場合、Directory Serverが起動に失敗する現象が確認されていま
す。

6497053 ZIP形式の配布パッケージからインストールする場合、
dsee_deployコマンドでは、SNMPおよびストリームアダプタ
ポートを設定するためのオプションが提供されません。

この問題に対処するには、

1. Webコンソールまたは dpconfを使用して、監視プラグイン
を有効にします。

2. cacaoadm set-paramを使用して、snmp-adaptor-port、
snmp-adaptor-trap-port、および
commandstream-adaptor-portを変更します。

6497894 dsconf help-propertiesコマンドは、インスタンス作成後にの
み正しく機能するように設定されています。また、オンライン
マニュアルで、dsml-client-auth-modeコマンドのデフォルト値
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が間違って記述されています。正しい値のリストは
client-cert-first | http-basic-only | client-cert-only で
す。

6500936 ネイティブパッチ配布では、アクセスログのフィルタリング用
の日付選択に使用するミニチュアカレンダが、繁体字中国語に
正しくローカライズされていません。

6503509 dsccmon、dsccreg、dsccsetup、および dsccrepairコマンドに
よって表示される一部の出力がローカライズされていません。

6503546 システムのロケールを変更してからDSCCを起動しても、
ポップアップウィンドウのメッセージが選択したロケールで表
示されません。

6504180 DSCC上で、Directory Manager DNに複数バイト文字を指定して
作成したインスタンスは、パスワード確認に失敗するため起動
されません。

6506019 HP-UXで、ns-slapdの実行中のプロセスから gdbを切り離す
と、プロセスが中止され、コアダンプが生成されます。

6507312 HP-UXシステムでは、gdbでの調査のあと、NSPRライブラリを
使用したアプリケーションがクラッシュしてコアダンプしま
す。この問題は、gdbを実行中のDirectory Serverインスタンスに
接続したあと、gdb quitコマンドを使用した場合に発生しま
す。

6520646 Internet Explorerを使用しているときに「Directory Service Control
Centerオンラインヘルプの参照」をクリックしても、オンライ
ンヘルプが表示されません。

6527999 Directory ServerのプラグインAPIには、slapi_value_init()()、
slapi_value_init_string()()、および
slapi_value_init_berval()()関数が含まれています。

これらすべての関数が内部要素をリリースするために
は「done」関数が必要になります。しかし、パブリックAPIに
slapi_value_done()()関数がありません。

6542857 Solaris 10で Service Management Facility (SMF)を使用してサーバー
インスタンスを有効にした場合、システムをリブートしてもイ
ンスタンスが起動しないことがあります。

回避方法として、コマンド dsadm enable serviceが呼び出され
たことがない場合、+でマークされた次の行を
/opt/SUNWdsee/ds6/install/tmpl_smf.manifestに追加します。
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...

restart_on="none" type="service">
<service_fmri value="svc:/network/initial:default"/>
</dependency>

+ <dependency name="nameservice" grouping="require_all" \

+ restart_on="none" type="service">
+ <service_fmri value="svc:/milestone/name-services"/>
+ </dependency>

<exec_method type="method" name="start"
exec="%%%INSTALL_PATH%%%/bin/dsadm start --exec %{sunds/path}"...

dsadm enable service コマンドが以前に呼び出されたことがあ
る場合、回避方法は次のとおりです。

1. 次の内容を含むファイルを作成します。

select ds

addpg nameservice dependency

setprop nameservice/grouping = astring: require_all

setprop nameservice/restart_on = astring: none

setprop nameservice/type = astring: service

setprop nameservice/entities = fmri: "svc:/milestone/name-services"

2. ファイルで次のコマンドを実行します。

svccfg -f file

保守状態のインスタンスがいくつかある場合は、次のコマン
ドを実行します。

svcadm clear svc:-application-sun-ds:ds-{instancepath}

6547992 HP-UXでは、dsadmおよび dpadmコマンドで libicudata.sl.3共
有ライブラリが検出されない可能性があります。

この問題を回避するには、SHLIB_PATH変数を設定します。

env SHLIB_PATH=${INSTALL_DIR}/dsee6/private/lib dsadm

6550543 DSCCがTomcat 5.5および JDK 1.6とともに使用されている場
合、エラーが発生する可能性があります。

この問題を回避するには、代わりに JDK 1.5を使用します。

6551672 Solaris 10にバンドルされている Sun Java System Application Server
では、認証メカニズム用の SASLクライアント接続を作成できな
いので、共通エージェントコンテナと通信できません。
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この問題を回避するには、
appserver-install-path/appserver/config/asenv.confファイルを編
集して、AS_JAVAエントリを AS_JAVA="/usr/java"に置き換える
ことで、アプリケーションサーバーによって使用される JVMを
変更します。アプリケーションサーバーのドメインを再起動し
ます。

6551685 dsadm autostartによって、システムのリブート時にネイティブ
の LDAP認証が失敗することがあります。

この問題を回避するには、リブートスクリプトの順序を逆にし
ます。デフォルトの順序は /etc/rc2.d/S71ldap.clientおよび
/etc/rc2.d/S72dsee_directoryです。

6557480 Web Archive (WAR)ファイルを使用して構成されたDSCC上でオ
ンラインヘルプにアクセスすると、エラーが表示されます。

6571672 システムで解凍機能が利用できない場合、dsee_deployはどの製
品もインストールしません。

6658483 繁体字中国語のDirectory Service Control Centerでサフィックス
の「レプリケーション設定」タブの「データを用いたサ
フィックスの初期化...」の文字列の翻訳が紛らわしくなってい
ます。

6644161 韓国語のロケールで、Directory Service Control Centerの「暗号化
された属性」セクションの「属性の消去」ボタンをクリックす
ると、次の不完全なエラーメッセージが表示されます。

暗号化された属性のリストから

メッセージは次のようになるべきです。

暗号化された属性のリストから {0} を削除することを選択しました。データベースファイルが設定を反映し、

適切に機能するようにするには、サフィックスを初期化する必要があります。続行しますか ?

6594767 ドメインコントローラがインストールされたMicrosoft Windows
を実行しているマシンで、新しいサーバーの作成または既存の
サーバーのWebコンソールへの登録中に認証に失敗します。回
避方法として、ドメインコントローラのドメイン名を持つユー
ザー IDを指定します。
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Directory Proxy Serverの修正されたバグと
既知の問題点

この章では、Directory Proxy Serverのリリース時点で判明している、製品固有の重要
な情報を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 61ページの「Directory Proxy Server 6.3で修正されたバグ」
■ 62ページの「Directory Proxy Serverの既知の問題点と制限事項」

Directory Proxy Server 6.3で修正されたバグ

この節では、Directory Proxy Serverの前回のリリース以降に修正されたバグの一覧を
示します。

6666615 場合によっては、バインドDN条件に基づいたクライアント接続が間
違って分類され、間違ったポリシーが適用される場合があります。

6359601 ACIの設定時に、Directory Proxy Serverが返す結果が LDAPデータソース
に対する直接検索の結果と一致しない現象が確認されています。検索
フィルタにアクセスを拒否された属性が含まれている場合、Directory
Proxy Serverはエントリを返しません。

6561078 属性の説明で大文字と小文字を区別する場合、ldapmodifyを使用して
JDBC属性を削除できません。

6490847 確立された接続がキープアライブになりません。

6631652 フィルタ結合ルールで join-data-viewを構成すると、機能しません。

6618078 Directory Proxy Serverでクライアント IPごとの最大接続数
(max-client-connections)を設定する場合、同時接続の数が正しくカウン
トされません。

6614510 データベース停止後の最初の要求に、結果もエラーメッセージも返され
ません。
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6599352 リモートデータソースポートにアクセスできない場合、Directory Proxy
Serverが起動しません。

6560473 Directory Proxy Serverは変更動作中に SQLでのオブジェクトの作成をサ
ポートしません。

6597589 JDBCに存在しないエントリに JDBC属性を追加すると、エントリが
JDBCテーブルに追加されません。

6527869 検索フィルタで二次ビューの属性を使用すると、結合ビューでの検索が
正常に行えません。

6357160 dpconfコマンドは、プロパティー値に含まれている復帰改行文字を拒否
しません。プロパティー値を設定するときは、復帰改行文字を使用しな
いでください。

6500298 dpadmコマンドの jvm-argsフラグを使用し、サーバーを再起動した場
合、Java仮想マシンに 2Gバイトを超えるメモリーを正常に割り当てるこ
とができません。

6570523 Directory Proxy Serverは、ldappasswdコマンドによってユーザーパスワー
ドをリセットするために要求されたパスワード変更拡張操作をプロキシ
しません。

Directory Proxy Serverの既知の問題点と制限事項

この節では、リリース時点での既知の問題点および制限事項の一覧を示します。

Directory Proxy Serverの制限事項

この節では、製品の制限事項の一覧を示します。

ファイルアクセス権を手作業で変更した場合の問題点
インストール済みのDirectory Server Enterprise Edition製品ファイルのアクセス権を
変更すると、場合によってはソフトウェアが正常に動作しなくなる可能性があり
ます。ファイルのアクセス権は、製品マニュアルの指示、または Sunサポートか
らの指示に従っている場合のみ変更してください。

この制限事項を回避するには、適切なユーザーアクセス権およびグループアクセ
ス権を持つユーザーとして製品をインストールし、サーバーインスタンスを作成
します。

自己署名サーバー証明書を更新できない
自己署名サーバー証明書を作成するときは必ず、その証明書を更新する必要がな
いように、十分な長さの有効期限を指定するようにしてください。

Directory Proxy Serverは、結合データビューの書き込み操作で原子性を保証しない
原子性を保証するには、書き込み操作に結合データビューを使用しないでくださ
い。結合データビューで書き込み操作を行う場合は、外部メカニズムを使用して
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不一致を防止または検出してください。Directory Proxy Serverエラーログを監視す
ると、不一致を監視できます。

Directory Proxy Server 6.3の既知の問題点

この節では、Directory Proxy Server 6.3のリリース時に判明していた既知の問題点の一
覧を示します。

6646107 / 6643181 LDAPと JDBCのデータビューを結合するjoin-data-view操作
で、データベースが保存するには長すぎる値を持つ属性を追
加、置換、または変更すると、値が短縮され、次のデータソー
ス固有の問題が発生します。
■ mySQLでは、属性が属しているデータベース行が 2回表示さ
れます。

■ DB2では、Directory Proxy Serverが再起動されるまで、特定
のデータベーステーブルが使用できなくなります。

6609603 新しいデータソースがデータソースプールに追加されると、
サーバーの再起動が必要になります。

6607075 結合ルールに uidのある LDAPと JDBCの両方の結合ビューで、
JDBCビューに余分な属性があると、その属性の ldapsearch操
作がサーバーから 1つではなくすべてのエントリを返します。

6640597 basednが元のマシンのものと異なるリフェラルに従って操作し
ている場合、Directory Proxy ServerはADD操作のDNを変更し
ません。リフェラルを転送するだけの場合とは対照的に、リ
フェラルに従うよう設定されたDirectory Serverインスタンスを
持つDirectory Proxy Serverインスタンスに対してADDを試行す
ると、間違った basednにより参照したサーバー上でADDが拒
否されます。

ldapmodifyコマンドを使用してADDをDirectory Serverインスタ
ンスに対して直接実行すると、ADDが機能します。

6637608 Directory Server Enterprise Editionを介して多数の検索を実行して
いる場合、Directory Proxy Serverに負担がかかり、
ArrayIndexOutOfBoundsおよび NegativeArraySize例外が発生す
る可能性があります。

6659381 64ビットモードの Java 1.6で使用すると、Directory Proxy Server
がハングアップする場合があります。Java 1.5を使用するとこの
リスクを回避できます。詳細は、32ページの「ソフトウェア依
存関係の要件」を参照してください。
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6597598 LDAPと JDBCの両方で結合ビューに対して modrateツールを使
用して変更を行っている場合、複数のスレッドを使用すると
nullポインタ例外が発生します。次のようなエラーメッセージ
が表示されます。

java.lang.NullPointerException com.sun.directory.proxy.server.JoinDataView.

processModifyRequest(JoinDataView.java:916)

com.sun.directory.proxy.server.JoinDataViewOpContext.processModifyRequest

(JoinDataViewOpContext.java:243) com.sun.directory.proxy.server.ModifyOperation.

processOperation(ModifyOperation.java:502 com.sun.directory.proxy.server

.WorkerThread.runThread(WorkerThread.java:150)

com.sun.directory.proxy.util.DistributionThread.run

(DistributionThread.java:225)

6639674 Directory Proxy Server構成プロパティー allow-bind-operations

が falseに設定されている場合、dpconfコマンド行引数と
-–secure-portオプションを使用して SSLポートに接続すること
はできません。TLSの起動 (デフォルト)またはクリア接続
(-–unsecuredオプション)による接続は可能です。

6642559 仮想変換の記述は、remove-attr-value変換モデルには機能しま
せん。

6642578 エントリの変更時に、仮想変換の記述は予想どおりに機能しま
せん。

5042517 DN変更操作が、LDIF、JDBC、結合、およびアクセス制御デー
タビューに対してサポートされていません。

6355714 現在、getEffectiveRightコントロールは、LDAPデータビュー
でのみサポートされており、プロキシのローカルであるACIは
考慮されません。

6356465 Directory Proxy Serverで、(targetattr = "locality;lang-fr-ca")
のようにターゲット属性へのサブタイプを指定するACIが拒否
される可能性があります。

6360059 Directory Proxy Serverでは、データソース接続の失敗後に復元さ
れた JDBCデータソース接続を再開できません。Directory Proxy
Serverが接続を再開できるのは、Directory Proxy Serverインスタ
ンスの再起動後のみです。

6383532 認証モードの設定を変更したときは、Directory Proxy Serverを再
起動する必要があります。

6386073 認証局によって署名された証明書の要求が生成されたあとで、
更新すると証明書は自己署名済みの証明書として表示されま
す。
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6388022 Directory Proxy Serverによって使用されるSSLポートが正しくな
い場合に、そのポートに対するセキュリティー保護された検索
要求のあとでDirectory Proxy Serverがすべての接続を閉じる場合
があります。

6649984 証明書データベースに長さの短いパスワードを設定しても、警
告が行われません。パスワードが短すぎても、Directory Service
Control Centerによって受け入れられます。certサブコマンドを
付けて dpadmコマンドを発行すると、コマンドがハングアップ
する可能性があります。

6390118 プロキシ認証ではなくクライアントアプリケーション証明書に
基づく認証を使用するように設定されたとき、Directory Proxy
Serverがリフェラルホップ数を正確にカウントできません。

6390220 データビューの作成時には base-dnプロパティーを指定できま
すが、データビューの作成後に base-dnプロパティーを "" (ルー
トDSE)に設定することはできません。

6410741 Directory Service Control Centerでは、値を文字列としてソートし
ます。そのため、Directory Service Control Centerで数字をソート
すると、それらの数字は文字列であるかのようにソートされま
す。

0、20、および 100を昇順にソートすると、0、100、20というリ
ストが得られます。0、20、および 100を降順にソートすると、
20、100、0というリストが得られます。

6547755 パスに複数バイト文字を含むDirectory Proxy Serverインスタンス
がDSCCに作成されない、起動されない、またはその他の通常
のタスクを実行できない可能性があります。

これらの問題の一部は、インスタンスの作成に使用された文字
セットを使用することで解決できます。文字セットを設定する
には、次のコマンドを実行します。

# cacaoadm list-params | grep java-flags

java-flags=-Xms4M -Xmx64M

# cacaoadm stop

# cacaoadm set-param java-flags="-Xms4M -Xmx64M -Dfile.encoding=utf-8"
# cacaoadm start

これらの問題を回避するには、インスタンスのパスにASCII文
字のみを使用してください。

6439604 アラートを設定したあと、変更を有効にするにはDirectory
Proxy Serverを再起動する必要があります。
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6461510 Directory Proxy Serverでは、リフェラルのホップ制限が機能しま
せん。

6447554 Directory Proxy Serverで、数値形式または辞書形式のデータ配布
を設定したときに、別のデータビューに移動するエントリの名
前変更に失敗します。

6458935 結合データビューを操作する場合、Directory Proxy Serverは、そ
の結合を構成するビューのデータ配布アルゴリズムを使用しま
せん。

この問題を回避するには、結合とデータ配布を一緒に使用する
ときに、結合データビューのレベルでデータ配布を設定しま
す。

6469154 Windowsでは、dsadmおよび dpadmコマンドによる出力とヘルプ
メッセージが、簡体字中国語および繁体字中国語にローカライ
ズされていません。

6469780 JDBCデータソースエントリの作成は、動的に検出されません。
JDBCデータビューの作成前に JDBCサーバーを作成した場合
は、データビューはサーバーの次回再起動時まで無視されま
す。このため、JDBCデータソースを設定したあと、変更が検出
されるようにするにはDirectory Proxy Serverを再起動する必要が
あります。

6486578 クラスAがテーブルを二次として使用し、別のクラス Bが同じ
テーブルを唯一の一次として使用している JDBCオブジェクト
クラスの場合、Bへの要求は機能しません。Directory Proxy
Serverは、一次テーブルで使用されている filter-join-ruleプ
ロパティーを無視できません。

6488197 Windowsシステムでのインストール後およびサーバーインスタ
ンス作成後は、インストールおよびサーバーインスタンスの
フォルダに対するファイルアクセス権により、すべてのユー
ザーにアクセスが許可されます。

この問題点に対処するには、インストールおよびサーバーイン
スタンスのフォルダのアクセス権を変更します。

6488297 Windowsでは、DSCCの初期化はAdministratorユーザーしか実
行できません。

6490763 Directory Proxy Serverを介してDirectory Serverにアクセスしてい
る場合、Directory Serverの再起動後に、Access Managerで持続検
索に関連したキャッシュの問題が発生する現象が確認されてい
ます。
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この問題を回避するには、Directory Serverを再起動したあと、
Access ManagerまたはDirectory Proxy Serverを再起動します。

さらに細かいチューニングとして、Access Managerの試行の数
や試行の間の遅延時間を増やして、持続検索の接続を再確立で
きます。これらのパラメータは、AMConfig.propertiesファイル
内の次のプロパティーを変更することによって増やすことがで
きます。
■ 試行の回数を表す

com.iplanet.am.event.connection.num.retriesを増やしま
す。デフォルトは 3回の試行です。

■ 試行の間の遅延時間 (ミリ秒)を表す
com.iplanet.am.event.connection.delay.between.retriesを
増やします。デフォルトは 3000ミリ秒です。

6490853 DB2データベースによって設定された JDBCデータビューを使
用して検索を実行し、検索結果として非常に多くの数のエント
リが返された場合、1,344個のエントリを返したあとにエラーが
発生することがあります。

この制限を克服するには、CLI/ODBC設定キーワード CLIPkgの値
を 30に設定することで、大きなパッケージの数を増やします。
その場合でも、検索結果の最大数は 11,712エントリに制限され
ます。

詳細については、DB2のマニュアルを参照してください。

6491133 Directory Service Control Centerを使用して自己署名付き証明書を
作成する場合、証明書名に複数バイト文字を使用しないでくだ
さい。

6491845 Directory Proxy Serverで許可されているデフォルトの LDAPコン
トロールは、Directory Service Control Centerでは表示されませ
ん。

6493349 Directory Service Control Centerは、既存の除外されたサブツリー
または代替検索ベースのDNを変更するときにコンマを削除し
ます。

6494540 セキュリティー保護されていない LDAPアクセスをはじめて有
効または無効にしたあと、変更を有効にするにはDirectory
Proxy Serverを再起動する必要があります。

6497547 制限時間とサイズ制限の設定は、LDAPデータソースでのみ機
能します。
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6497992 コマンド dpadm set-flags cert-pwd-store=offを使用したあと、
Directory Service Control Centerを使用してDirectory Proxy Server
を再起動できません。

6501867 ASCII文字と複数バイト文字の両方を組み合わせたサーバーイ
ンスタンス名とともに dpadm startコマンドを使用した場合に失
敗する現象が確認されています。

6505112 既存の接続ハンドラに data-view-routing-custom-listプロパ
ティーを設定する場合、エスケープが必要な文字 (コンマなど)
を含むデータビュー名を使用するとエラーが発生します。

この問題を回避するには、エスケープが必要な文字を含むデー
タビュー名を指定しないでください。たとえば、DNを含む
データビュー名を使用しないでください。

6510583 以前のバージョンとは異なり、マニュアルペー
ジallowed-ldap-controls(5dpconf)で説明されているように、デ
フォルトではDirectory Proxy Serverでサーバー側ソートコント
ロールはできません。

Directory Proxy Serverでのサーバー側ソートコントロールのサ
ポートは、allowed-ldap-controlsプロパティーで指定される許
可された LDAPコントロールのリストに server-side-sortingを
追加することによって、有効にできます。

$ dpconf set-server-prop \

allowed-ldap-controls:auth-request \

allowed-ldap-controls:chaining-loop-detection \

allowed-ldap-controls:manage-dsa \

allowed-ldap-controls:persistent-search \

allowed-ldap-controls:proxy-auth-v1 \

allowed-ldap-controls:proxy-auth-v2 \

allowed-ldap-controls:real-attributes-only \

allowed-ldap-controls:server-side-sorting

既存の設定値もあわせて設定する必要があることに注意してく
ださい。そうしないと、サーバー側ソートコントロールのみが
許可されます。

6511264 Directory Proxy ServerのDN名前変更機能を使用する際に、同じ
DNコンポーネントが繰り返し登場する場合は、それらは一括
して変更されることに注意してください。

たとえば、o=myCompany.comで終わるDNの名前を、dc=comで終
わるように変更する場合を考えてみます。たとえば
uid=userid,ou=people,o=myCompany.com,o=myCompany.comのよう
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にコンポーネント o=myCompany.comが繰り返されている場合、名
前が変更された結果、DNは uid=userid,ou=people,dc=comとな
り、uid=userid,ou=people,o=myCompany.com,dc=comとはなりま
せん。

6520368 Directory Proxy Serverを介してOracle 9にアクセスするための
JDBC接続設定は、マニュアルに記載されている手順どおりでは
ありません。

ホスト myhost、ポート 1537上でOracle 9サーバーが待機し、シ
ステム識別子 (SID) MYINSTを持つインスタンスが存在する次の
設定を考えてみます。このインスタンスには、データベース
MYNAME.MYTABLEが含まれています。

一般的には、MYTABLEへのアクセスを設定するには、次のプロパ
ティーを設定します。
■ JDBCデータソースで、db-name:MYINSTを設定します。
■ JDBCデータソースで、

db-URL:jdbc:oracle:thin:myhost:1537:を設定します。
■ JDBCテーブルで、sql-table:MYNAME.MYTABLEを設定しま
す。

ここまでの設定で機能しない場合は、さらに次のように MYTABLE

へのアクセスを設定してみてください。
■ JDBCデータソースで、

db-name:(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=MYINST)))を設定しま
す。

■ JDBCデータソースで、
db-url:jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=

(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=myhost)(PORT=

1537)))を設定します。
■ JDBCテーブルで、sql-table:MYNAME.MYTABLEを設定しま
す。

6527010 Directory Proxy Serverは、テーブル間の多対多 (N:N)の関係を意
味する JDBC属性を JDBCデータベースに書き込むことができま
せん。

6539650 複数バイトのDNを持ちDSCCを使用して作成されたDirectory
Proxy Serverインスタンスは、Linux上では起動できません。

6542857 Solaris 10で Service Management Facility (SMF)を使用してサーバー
インスタンスを有効にした場合、システムをリブートしてもイ
ンスタンスが起動しないことがあります。
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回避方法として、コマンド dsadm enable serviceが呼び出され
たことがない場合、+でマークされた次の行を
/opt/SUNWdsee/ds6/install/tmpl_smf.manifestに追加します。

...

restart_on="none" type="service">
<service_fmri value="svc:/network/initial:default"/>
</dependency>

+ <dependency name="nameservice" grouping="require_all" \

+ restart_on="none" type="service">
+ <service_fmri value="svc:/milestone/name-services"/>
+ </dependency>

<exec_method type="method" name="start"
exec="%%%INSTALL_PATH%%%/bin/dsadm start --exec %{sunds/path}"...

Solaris 10で Service Management Facility (SMF)を使用してサーバー
インスタンスを有効にした場合、システムをリブートしてもイ
ンスタンスが起動しないことがあります。

回避方法として、コマンド dsadm enable serviceが呼び出され
たことがない場合、+でマークされた次の行を
/opt/SUNWdsee/ds6/install/tmpl_smf.manifestに追加します。

...

restart_on="none" type="service">
<service_fmri value="svc:/network/initial:default"/>
</dependency>

+ <dependency name="nameservice" grouping="require_all" \

+ restart_on="none" type="service">
+ <service_fmri value="svc:/milestone/name-services"/>
+ </dependency>

<exec_method type="method" name="start"
exec="%%%INSTALL_PATH%%%/bin/dsadm start --exec %{sunds/path}"...

dsadm enable service コマンドが以前に呼び出されたことがあ
る場合、回避方法は次のとおりです。

1. 次の内容を含むファイルを作成します。

select dps

addpg nameservice dependency

setprop nameservice/grouping = astring: require_all

setprop nameservice/restart_on = astring: none

setprop nameservice/type = astring: service

setprop nameservice/entities = fmri: "svc:/milestone/name-services"

2. ファイルに対して次のコマンドを実行します。
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svccfg -f file

保守状態のインスタンスがいくつかある場合は、次のコマン
ドを実行します。

svcadm clear svc:/application/sun/dps:dps-{instancepath}

6547759 HP-UXでは、異なるロケールに設定された複数のブラウザ
セッションによってDSCCにアクセスした場合、DSCCには、
ブラウザの設定ロケールと異なるロケールの文字が表示される
ことがあります。

6551076 マシンに複数のホスト名がある場合、コンソールはDirectory
Proxy Serverインスタンスのバックエンド状態を取得しません。

6565106 RDBMSテーブルに、JDBCオブジェクトクラスのDNパターン
に一致する重複エントリがある場合、JDBCデータビューに対し
て検索が実行されると、重複サブツリー (リーフ以外)のノード
がDirectory Proxy Serverによって返されます。たとえば、JDBC
オブジェクトクラスに ouというDNパターンがあり、JDBC属
性 ouにマッピングされたRDBMSの列に重複エントリ (たとえば
sales)がある場合、検索結果には ou=salesといったノードが重
複して表示されます。

この問題を回避するには、次の手順を実行します。

1. 重複エントリが作成されないように、ou JDBC属性にマッピ
ングされた列を含むテーブルから値を取り除き、RDBMS
ビューを作成します。

2. RDBMSテーブル名を、DNパターン ouを含む JDBCオブ
ジェクトクラスのRDBMSビュー名に置換します。ただし、
RDBMSビューは読み取り専用なので、Directory Proxy Server
を通じて JDBC属性 ouに値を追加できないという制限があり
ます。

6573439 DSCCのインスタンスの「詳細な表示オプション」で、「アク
セスログ」タブ、「エラーログ」タブ、および「監査ログ」タ
ブの日付がローカライズされていません。

6588319 Tomcatサーバーで構成されたDSCCで、「ヘルプ」およ
び「バージョン」ポップアップウィンドウのタイトルに含まれ
る複数バイト文字が文字化けしています。

6590460 dpadm show-cert dps-instance-path コマンドの出力で、文字列
ownerが簡体字中国語および繁体字中国語に翻訳されていませ
ん。
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6592543 フランス語のロケールで、サーバーの停止または登録解除を確
認するポップアップウィンドウに重複したアポストロフィーが
表示されます。
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Identity Synchronization for Windowsの修正
されたバグと既知の問題点

この章では、Identity Synchronization for Windowsのリリース時点で判明している、製
品固有の重要な情報を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 73ページの「Identity Synchronization for Windowsで修正されたバグ」
■ 73ページの「Identity Synchronization for Windowsの既知の問題点と制限事項」

Identity Synchronization for Windowsで修正されたバグ

この節では、Identity Synchronization for Windowsの前回のリリース以降に修正された
バグの一覧を示します。

6600668/6611925 Identity Synchronization for Windows 6.0が x86/AMDシステムにイ
ンストールされている場合、Directory Serverコネクタを
SYNCINGモードにできません。

6557128 Identity Synchronization for Windowsプラグインでは、無効な接続
を使用してイベントのログ記録を行おうとすると、ホスト
Directory Serverがクラッシュします。

6595244 WatchList.propertiesファイルでのデバッグログの設定時にデ
バッグログがエラーを発生させます。

Identity Synchronization for Windowsの既知の問題点と制限事項

この節では、リリース時点での既知の問題点および制限事項の一覧を示します。

Identity Synchronization for Windowsの制限事項

この節では、製品の制限事項の一覧を示します。制限事項には、必ずしもバグ IDが
関連付けられるわけではありません。
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Identity Synchronization for Windowsを正しくインストールするためには、
sun-sasl-2.19-4.i386.rpmが必要です。

Linuxでは、Identity Synchronization for Windowsをインストールする前に、お使い
のシステム上に sun-sasl-2.19-4.i386.rpmパッケージがインストールされている
ことを確認してください。このパッケージがインストールされていないと、
Identity Synchronization for Windowsのインストールは失敗します。SASLパッケー
ジは、JES 5以降の配布パッケージの共有コンポーネントから取得できます。

ファイルアクセス権を手作業で変更した場合の問題点
インストール済みのDirectory Server Enterprise Edition製品ファイルのアクセス権を
変更すると、場合によってはソフトウェアが正常に動作しなくなる可能性があり
ます。

この制限事項に対処するには、適切なユーザーアクセス権およびグループアクセ
ス権を持つユーザーとして製品をインストールします。

Identity Synchronization for Windowsコアサービスのフェイルオーバーが行われない
Identity Synchronization for Windowsコアサービスがインストールされたシステムを
失った場合、システムを再インストールする必要があります。Identity
Synchronization for Windowsコアサービスのフェイルオーバーはありません。

ou=services (Identity Synchronization for Windows DITの設定ブランチ)を LDIF形式
でバックアップし、Identity Synchronization for Windowsの再インストール中にこの
情報を使用してください。

Microsoft Windows 2003 SP1での認証動作の変更
Windows 2003 SP1をインストールした場合、デフォルトでは、ユーザーは旧パス
ワードを使用して自分のアカウントに 1時間アクセスできます。

その結果、ユーザーがActive Directoryで自分のパスワードを変更すると、オンデ
マンド同期属性 dspswvalidateは trueに設定され、旧パスワードがDirectory Server
への認証に使用できます。それにより、Directory Serverで同期されるパスワード
は、現在のActive Directoryパスワードではなく、以前の旧パスワードになりま
す。

この機能を無効にする方法の詳細は、Microsoft Windowsサポートマニュアル
(http://support.microsoft.com/?kbid=906305)を参照してください。

管理サーバーを削除する前に serverroot.confの削除が必要
管理サーバーをアンインストールするには、管理サーバーのパッケージを削除す
る前に /etc/mps/admin/v5.2/shared/config/serverroot.confを削除してくださ
い。

CLASSPATHの admin jarパスに言及する
CLASSPATHには、admin jarの場所が含まれている必要があります。含まれていない
と、再同期中に noClassDefFoundエラーが表示されます。
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システムまたはアプリケーション障害時のデータ回復の実行

ハードウェアまたはアプリケーションで障害が発生したあと、同期されたディレク
トリソースの一部にあるバックアップからデータを回復しなければならない場合が
あります。

ただし、データ回復の完了後、同期を通常どおり進行できることを保証するため
に、追加の手順を実行する必要があります。

コネクタは通常、メッセージキューに伝播された最後の変更についての情報を維持
します。

コネクタ状態と呼ばれるこの情報は、コネクタがそのディレクトリソースから読み
出す必要がある後続の変更を特定するために使用されます。同期されるディレクト
リソースのデータベースがバックアップから復元される場合、コネクタ状態がすで
に有効でなくなっている可能性があります。

Active DirectoryおよびWindows NT用のWindowsベースのコネクタも内部データベー
スを維持します。データベースは、同期されるデータソースのコピーです。この
データベースは、接続されたデータソースのどの部分が変更されたかを特定するた
めに使用されます。接続されたWindowsソースがバックアップから復元された時点
で、内部データベースは有効ではなくなります。

一般に、回復されたデータソースを再読み込みする目的には idsync resyncコマンド
を使用できます。

注 –パスワードを同期する目的には、1つの例外を除いて再同期は使用できません。
Directory Server内のパスワードを無効にするために、-i ALL_USERSオプションを使用
できます。これは、再同期データソースがWindowsの場合に可能な方法です。ま
た、SULリストにはActive Directoryシステムのみを含める必要があります。

ただし、すべての状況で idsync resyncコマンドを使用できるとは限りません。

注意 –次に説明する手順のいずれかを実行する前に、同期が停止していることを確認
してください。

双方向の同期

同期設定に応じて、適切な修飾子設定を指定して idsync resyncコマンドを使用しま
す。resync操作のターゲットとしては、回復されるディレクトリソースを使用しま
す。

単方向の同期

回復されるデータソースが同期の送信先である場合、双方向の同期のときと同じ手
順に従うことができます。
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回復されるデータソースが同期のソースである場合、回復されるディレクトリソー
スの再読み込みには引き続き idsync resyncを使用できます。Identity Synchronization
for Windowsの設定で、同期フローの設定を変更する必要はありません。idsync

resyncコマンドでは、-o Windows|Sunオプションを使用して、設定されたフローと
は無関係に同期フローを設定することができます。

例として、次のシナリオを考えます。

Directory ServerとActive Directoryの間で、双方向の同期が設定されています。

■ Microsoft Active Directoryサーバーのデータベースを、バックアップから回復する
必要があります。

■ Identity Synchronization for Windowsでは、このActive Directoryソースは SUL ADに
対して設定されます。

■ 変更、作成、および削除の双方向同期は、このActive Directoryソースと Sun
Directory Serverソースの間で設定されます。

▼ 単方向の同期を実行するには

同期を停止します。
idsync stopsync -w - -q -

Active Directoryソースを再同期します。また、変更、作成、および削除を再同期しま
す。
idsync resync -c -x -o Sun -l AD -w - -q -

同期を再開します。
idsync startsync -w - -q -

ディレクトリソース固有の回復手順

以降の手順は、特定のディレクトリソースに対応します。

Microsoft Active Directory

Active Directoryをバックアップから復元できる場合は、双方向または単方向の同期に
ついて説明した節の手順に従います。

ただし、重大な障害が発生したあとは、使用するドメインコントローラの変更が必
要になる場合があります。この場合、Active Directoryコネクタの設定を更新するた
め、次の手順に従います。

1

2

3
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▼ ドメインコントローラを変更するには

Identity Synchronization for Windows管理コンソールを起動します。

「設定」タブを選択します。「ディレクトリソース」ノードを展開します。

適切なActive Directoryソースを選択します。

「コントローラの編集」をクリックし、新しいドメインコントローラを選択しま
す。
選択したドメインコントローラを、ドメインのNT PDC FSMOロール所有者にしま
す。

構成を保存します。

Active Directoryコネクタが動作しているホストで、Identity Synchronizationサービ
スを停止します。

ServerRoot/isw-hostname/persist/ADPxxxの下にある、ディレクトリを除くすべての
ファイルを削除します。ここで、xxxはActive Directoryコネクタ IDの数字部分です。
たとえば、Active Directoryコネクタ IDが CNN100の場合、この数字は 100です。

Active Directoryコネクタが動作しているホストで、Identity Synchronizationサービ
スを開始します。

単方向または双方向の同期について説明した節に示されている同期フローに従い、
手順を進めます。

フェイルオーバーとDirectory Server

旧バージョン形式の変更ログデータベースと、同期されるユーザーがいるデータ
ベースのどちらか一方または両方が、重大な障害によって影響を受ける可能性があ
ります。

▼ Directory Serverのフェイルオーバーを管理するには

旧バージョン形式の変更ログデータベース。
旧バージョン形式の変更ログデータベースで、Directory Serverコネクタが処理できな
い変更が発生した可能性があります。旧バージョン形式の変更ログデータベースの
復元に意味があるのは、バックアップに未処理の変更が含まれる場合に限られま
す。ServerRoot/isw-hostname/persist/ADPxxx/accessor.stateファイル内の最新のエ
ントリを、バックアップ内の最後の changenumberと比較します。accessor.stateの
値がバックアップ内の changenumber以上である場合は、データベースを復元しない
でください。その代わりに、データベースを再作成してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1
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旧バージョン形式の変更ログデータベースが再作成されたあとで、必ず idsync

prepdsを実行してください。別の方法として、Identity Synchronization for Windows管
理コンソールの「ディレクトリソース」ウィンドウで「Directory Serverの準備」をク
リックします。

Directory Serverコネクタは、旧バージョン形式の変更ログデータベースが再作成され
たことを検出し、警告メッセージをログに出力します。このメッセージは無視して
も安全です。

同期対象データベースの場合

同期対象データベースのバックアップが利用できない場合、Directory Serverコネクタ
を再インストールする必要があります。

同期対象データベースをバックアップから復元できる場合は、双方向または単方向
の同期について説明した節の手順に従います。

Identity Synchronization for Windowsの既知の問題点

この節では、既知の問題点の一覧を示します。既知の問題点にはバグ IDが関連付け
られています。

6388815 入れ子のグループの同期は現時点でサポートされていないため、そのよ
うな同期を実行しようとするとActive DirectoryコネクタおよびDirectory
Serverコネクタがクラッシュします。

4997513 Windows 2003システムでは、ユーザーが次回ログオン時にパスワードを
変更しなければならない設定がデフォルトでオンになっています。
Windows 2000システムでは、この設定はデフォルトではオフです。

Windows 2000およびWindows 2003システムで「ユーザーは次回ログオン
時にパスワードの変更が必要」設定をオンにしてユーザーを作成する
と、Directory Server上ではパスワードなしのユーザーが作成されます。
ユーザーが次回Active Directoryにログインするとき、ユーザーはパス
ワードを変更する必要があります。この変更により、そのユーザーの
Directory Server上でのパスワードは無効化されます。またこの変更によ
り、そのユーザーが次回Directory Serverへの認証を行うときに、オンデ
マンドでの同期が強制的に必要になります。

Active Directory上でパスワードを変更するまでの間、ユーザーは
Directory Serverへの認証を行うことができません。

5077227 Remote Administration 2.1を含む pcAnywhere 10で Identity Synchronization
for Windowsコンソールを表示しようとすると、問題が発生する可能性が
あります。pcAnywhere version 9.2では、同様の問題の発生は確認されて
いません。問題が解決しない場合は、リモート管理ソフトウェアを削除

2
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してください。代替としてはVNCを使用できます。VNCでは、Identity
Synchronization for Windowsコンソールの表示に関する既知の問題は確認
されていません。

5097751 FAT 32でフォーマットされたファイルシステム上のWindowsシステムに
Identity Synchronization for Windowsをインストールする場合、ACLは利用
できません。また、セットアップ時にアクセス制限が施行されません。
セキュリティーを確保するために、Identity Synchronization for Windowsの
インストールは必ず、NTFSファイルシステム上のWindowsに対して行
うようにしてください。

6254516 コンシューマ上でDirectory Serverプラグインをコマンド行を使用して設
定するとき、プラグインはコンシューマに対して新しいサブコンポーネ
ント IDを生成しません。プラグイン設定はコンシューマに対して新しい
IDを生成しません。

6288169 Identity Synchronization for Windows用のパスワード同期プラグインは、
accountlockおよび passwordRetryCountをチェックする前であっても、未
同期のアカウントについてActive Directoryへのバインドを試みます。

この問題点を解決するには、LDAPサーバー上でパスワードポリシーを
施行します。また、ユーザー検索時に次のフィルタを使用するように
Access Managerを設定します。

(| ( !(passwordRetryCount=*) ) (passwordRetryCount <=2) )

ただしこの対処策では、LDAP経由でのログイン試行数が多すぎるとき
に「ユーザーが見つからない」エラーが返されます。この対処策では、
Active Directoryアカウントをブロックしません。

6331956 o=NetscapeRootがレプリケートされる場合に、Identity Synchronization for
Windowsコンソールが起動に失敗します。

6332197 ユーザー情報がまだ作成されていないグループをDirectory Server上で同
期すると、Identity Synchronization for Windowsはエラーを返します。

6336471 Identity Synchronization for Windowsプラグインは、連鎖されたサフィック
スを通じた検索を行うことができません。結果として、Directory Server
インスタンス上で変更およびバインド操作を実行できません。

6337018 Identity Synchronization for Windowsで、XMLファイルへの Identity
Synchronization for Windows設定のエクスポートがサポートされているべ
きですが、実際にはサポートされていません。

6386664 Identity Synchronization for Windowsは、グループ同期機能を有効にした時
点でActive DirectoryとDirectory Serverの間のユーザーおよびグループの
情報を同期します。コマンド行から resyncコマンドが発行されてからは
じめて同期が発生するのが理想的な動作です。
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6452425 SUNWtlsパッケージの version 3.11.0がインストールされている Solarisシス
テムに Identity Synchronization for Windowsをインストールすると、管理
サーバーが起動しない場合があります。この問題を解決するには、
Identity Synchronization for Windowsをインストールする前に SUNWtls

パッケージをアンインストールします。

6251334 Active Directoryソースの変更後であっても、ユーザー削除の同期を停止
できません。したがって、同期対象ユーザー (SUL)リストが同じActive
Directoryソース内の別の組織ユニット (OU)にマップされる場合、削除の
同期は継続します。ユーザーはDirectory Serverインスタンス上では削除
されたように見えます。SULマッピングを持たないActive Directoryソー
スからユーザーが削除される場合でも、ユーザーは削除されたように見
えます。

6335193 ユーザーをDirectory ServerからActive Directoryに同期する目的で、再同
期コマンドの実行を試みる場合があります。未同期のユーザーが未同期
グループに追加されると、グループエンティティーの作成に失敗しま
す。

この問題を解決するには、同期が正しく行われるように、resyncコマン
ドを 2回実行する必要があります。

6339444 同期ユーザーリストで「ベースDN」ペインの「参照」ボタンを使用し
て、同期のスコープを指定できます。スコープを指定するとき、サブサ
フィックスは取得されません。

この問題を回避するには、読み取りおよび検索に対して匿名アクセスを
許可するACIを追加します。

6379804 Windowsシステム上で Identity Synchronization for Windowsのコアコン
ポーネントを version 1.1 SP1にアップグレードする際にupdateCore.bat

ファイルで、管理サーバーへの参照がハードコードされている部分に誤
りがあります。その結果、アップグレード処理の一部が正常に完了しま
せん。

この問題を解決するには、アップグレードスクリプトの管理サーバーを
参照している部分 (2箇所)を置き換えます。

アップグレードスクリプトの 51行目と 95行目の次の命令を置き換えま
す。変更する行は次のとおりです。

net stop "Sun Java(TM) System Administration Server 5.2"

この行を次のように変更します。

net stop admin52-serv
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指示どおりに変更を行ったあとで、アップグレードスクリプトを再実行
してください。

6388872 Directory Serverで、Active Directoryに対するWindowsの作成式につい
て、フロー cn=%cn%はユーザーとグループの両方に対して機能します。
それ以外のすべての組み合わせに対し、Identity Synchronization for
Windowsは同期中にエラーを発生します。

6332183 削除が可能になる前に追加操作のフローがDirectory ServerからActive
Directoryに移ると、Identity Synchronization for Windowsは、ユーザーがす
でに存在するという例外をログに出力する可能性があります。同期中に
削除操作よりも先に追加操作が実行される競合状況が発生する可能性が
あり、結果として、Active Directoryが例外をログに出力します。

たとえば、ユーザー dn: user1, ou=isw_dataが既存のグループ dn:

DSGroup1,ou=isw_dataに追加された場合、ユーザーがグループから削除
されると、グループの uniquememberが変更されます。(userdn: user1,

ou=isw_dataに対して)同じDNを持つグループに同じユーザーが追加さ
れると追加操作が行われます。この時点で、Identity Synchronization for
Windowsがユーザーがすでに存在するという例外をログに出力する場合
があります。

6444341 Identity Synchronization for Windowsのアンインストールプログラムがロー
カライズされていません。WPSyncResources_X.propertiesファイルの
/opt/sun/isw/locale/resourcesディレクトリへのインストールが失敗し
ます。

この問題を回避するには、不足している WPSyncResources_X.properties
ファイルを、installer/locale/resourcesディレクトリから手動でコ
ピーします。

6444878 Java Development Kit (JDK) version 1.5.0_06のインストールと設定は、管理
サーバーを実行する前に行ってください。

6444896 Identity Synchronization for Windowsのテキストベースインストールの実行
時に、管理パスワードを空にしたまま Enterキーを押すと、インストール
プログラムが終了します。

6452538 Windowsプラットフォームで、Identity Synchronization for Windowsに
よって使用されるMessage Queue 3.5では、PATH値の長さが 1Kバイト未満
である必要があります。これよりも長い値は切り捨てられます。

6486505 Windowsでは、Identity Synchronization for Windowsは英語および日本語ロ
ケールのみをサポートします。

6477567 Directory Server Enterprise Edition 6.3で、Identity Synchronization for
Windows用のDirectory ServerプラグインはDirectory Serverインストール
とともにインストールされます。Identity Synchronization for Windowsのイ
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ンストーラではDirectory Serverプラグインはインストールされません。
代わりに、Identity Synchronization for Windowsはプラグインの設定のみを
行います。

このリリースの Identity Synchronization for Windowsでは、テキストベー
スのインストーラによるインストール処理中に、Identity Synchronization
for Windows用Directory Serverプラグインの設定が要求されることはあり
ません。この問題を回避するには、Identity Synchronization for Windowsイ
ンストールの完了後に、コマンドプロンプトから Idsync dspluginconfig

コマンドを実行します。

6472296 日本語Windowsシステムにインストールする際に一部のローカライズ
パッケージがインストールされず、Identity Synchronization for Windowsの
ユーザーインタフェースの一部が英語で表示される場合があります。

この問題を回避するには、インストールを開始する前に、PATH環境変数
に unzip.exeを追加します。

6485333 インストーラとアンインストーラが一部国際化されていないため、英語
のメッセージが表示されます。

6492125 中国語および韓国語ロケールでは、Identity Synchronization for Windowsの
オンラインヘルプの内容が正しく表示されません。

6501874 Directory Serverパスワード互換モード (pwd-compat-mode)が
DS6-migration-modeまたは DS6-modeに設定されている場合、Directory
ServerからActive Directoryへのアカウントのロックアウトの同期が失敗
します。

6501886 Active Directoryドメインの管理者パスワードを変更した場合、Identity
Synchronization for Windowsコンソールに警告が表示される現象が確認さ
れています。使用しているパスワードが有効な場合でも、表示される警
告は「ホストのクレデンシャルが無効です:hostname.domainnname」とな
ります。

6529349 Solaris SPARCでは、/usr/share/lib/mps//jss4.jarファイルが存在しない
と Identity Synchronization for Windowsがアンインストールされない可能
性があります。これは、製品インストールの実行時に、インストーラが
すでにインストールされている SUNWjssパッケージのインスタンスを検
出し、これを更新しない場合のみに発生します。

この問題を回避するには、製品のインストール時に、Javaクラスパスに
/usr/share/lib/mps/secv1/jss4.jarを追加します。

$JAVA_EXEC -Djava.library.path=./lib \

-classpath "${SUNWjss}/usr/share/lib/mps/secv1/jss4.jar:\
${SUNWjss}/usr/share/lib/mps/jss4.jar:\

${SUNWxrcsj}/sfw/share/lib/xerces-200.jar:./lib/installsdk.jar:\
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./lib/ldap.jar:./lib/webstart.jar:\

${SUNWiquc}/usr/share/lib/jms.jar:.:./lib/install.jar:\

./resources:./locale/resources:./lib/common.jar:\

./lib/registry.jar:./lib/ldapjdk.jar:./installer/registry/resources" \

-Djava.util.logging.config.file=./resources/Log.properties \

-Djava.util.logging.config.file=../resources/Log.properties \

-Dcom.sun.directory.wps.logging.redirectStderr=false \

-Dcom.sun.directory.wps.logging.redirectStdout=false \

uninstall_ISW_Installer $1

6572575 resync中にグループ同期を正常に動作させるには、ユーザーおよびグ
ループの両方が同期のスコープの同一レベルに存在しなければなりませ
ん。そうでなければエラーが表示されます。
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Directory Editorの修正されたバグと既知
の問題点

この章では、Directory Editorのリリース時点で公開されている、製品固有の重要な情
報を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 85ページの「Directory Editorで修正されたバグ」
■ 85ページの「Directory Editorの既知の問題点と制限事項」

Directory Editorで修正されたバグ

この節では、Directory Editorの前回のリリース以降に修正されたバグの一覧を示しま
す。

6563224 ユーザーオブジェクトクラスの新しいフォームを作成すると、フォーム
が生成され、オブジェクトクラス属性が示されます。複数値属性に対し
て、複数値フィールドはデフォルトでチェックされません。

Directory Editorの既知の問題点と制限事項

この節では、リリース時点での既知の問題点および制限事項の一覧を示します。

Directory Editorの制限事項

この節では、製品の制限事項の一覧を示します。制限事項には、必ずしもバグ IDが
関連付けられるわけではありません。

6第 6 章
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Directory Proxy Server経由でDirectory Editorを使用するときの設定要件

Directory Proxy Server経由でデータにアクセスする目的でDirectory Editorを設定す
るとき、次の制約に従う必要があります。
■ Directory Editorの設定ディレクトリは、Directory Proxy ServerではなくDirectory

Serverのインスタンスである必要があります。

Directory Editorの設定ディレクトリは、Directory Editorを初期設定するとき
に「起動プロパティー」ページで指定します。設定ディレクトリには、「起動
プロパティー」ページで指定するバインドDNとパスワードで構成されるエン
トリが含まれている必要があります。また設定ディレクトリには、「起動プロ
パティー」ページのドロップダウンリストでそのDNを選択する設定サ
フィックスも存在する必要があります。

■ Directory Editorを使用してデータにアクセスするときの中継点となるすべての
Directory Proxy Serverインスタンスに対して、ディレクトリスキーマを検索す
るためのアクセス用のデータビューを設定する必要があります。Directory
Serverに対して、スキーマは cn=schema下に格納されます。

たとえば、次のコマンドは、My Pool内の Directory Serverインスタンスへのス
キーマビューを設定します。

$ dpconf create-ldap-data-view -h localhost -p 1390 "schema view" \

"My Pool" cn=schema

Enter "cn=Proxy Manager" password:

$

■ Directory Editorを使用してデータにアクセスするときの中継点となるすべての
Directory Proxy Serverインスタンスを、データソースへのアクセスを提供する
ように設定する必要があります。特に、Directory Proxy Serverインスタンス
は、最低限Directory Serverデータソースにバインドする目的でDirectory Editor
へのログインをユーザーに許可するように設定されたデータビューを備える必
要があります。

たとえば、次のコマンドは、接続されたデータソース (My Pool内の My DS)に対
するすべての LDAP操作の経路となるようにDirectory Proxy Serverを設定しま
す。

$ dpconf set-attached-ldap-data-source-prop -h localhost -p 1390 \

"My Pool" "My DS" add-weight:1 bind-weight:1 compare-weight:1 delete-weight:1 \

modify-dn-weight:1 modify-weight:1 search-weight:1

Enter "cn=Proxy Manager" password:

$

Directory Editorの既知の問題点

この節では、既知の問題点の一覧を示します。既知の問題点にはバグ IDが関連付け
られています。
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6257547 Directory Editorで表示される検索結果の数は設定可能であり、デフォル
トは 25個です。最大表示数を超える数のエントリが検索で返される場
合、検索を絞り込んで結果件数を減らします。

6258793 Sun Java Enterprise System Application Server 8への配備時にエラーファイル
が出力されます。また、ログインに失敗します。

この問題点に対処するには、Server.policyファイルに次の grant文が含
まれていることを確認します。

grant codeBase "file:${de.home}/-" {

permission javax.security.auth.AuthPermission "getLoginConfiguration";
permission javax.security.auth.AuthPermission "setLoginConfiguration";
permission javax.security.auth.AuthPermission "createLoginContext.SunDirectoryLogin";
permission javax.security.auth.AuthPermission "modifyPrincipals";
permission java.lang.RuntimePermission "createClassLoader";

};

ここで指示している grant文を使用してください。『Sun Java System
Directory Editor 1 2005Q1 Installation and Configuration Guide』に示されてい
る grant文は正しくありません。

6397929 Tomcat 5.5への配備時に、JAAS設定ファイルが見つからないことが原因
でログインに失敗します。

この問題点に対処するには、まず、次の行を含む
tomcat-install-path/bin/setenv.shファイルを作成します。

JAVA_OPTS="-Djava.security.auth.login.config=$CATALINA_HOME/conf/jaas.conf"

次に、tomcat-install-path/conf/jaas.confファイルを作成します。次の行
が含まれるようにファイルを編集します。

SunDirectoryLogin {

com.sun.dml.auth.SunDirectoryLoginModule required;

};

6436199 Directory Editorで、デフォルトのユーザーフォームCreateに対して
行った変更が保持されません。この問題は、Directory Editorが動作する
アプリケーションコンテナが、変更が検証される前に再起動されるとき
に発生します。

この制限に対処するには、設定を復元したあとでアプリケーションコン
テナを再起動しないようにします。代わりに、ログインし、「設定」タ
ブで管理対象ディレクトリを検証し、保存して再びログインします。
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6441350 英語以外のロケールで動作しているApplication Server上に配備した
Directory Editorで起動設定ページを保存したあとに、アプリケーション
エラーが表示される場合があります。

この問題点に対処するには、UNIXシステムの場合は英語ロケールで
Application Serverを起動します。Windowsシステムの場合は、Application
Serverを何回か再起動してみてください。

6456576 Application Serverに配備されたDirectory Editorで「ヘルプ」ボタンをク
リックすると、ヘルプコンテンツが正しく表示されません。

この問題点に対処するには、次のように Web-INF/sun-web.xmlを編集して
から、Application Serverを再起動します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE sun-web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD

Sun ONE Application Server 7.0 Servlet 2.3//EN"
"http://www.sun.com/software/sunone/appserver/dtds/sun-web-app_2_3-0.dtd">
<sun-web-app>

<description>tomcat-test</description>

<class-loader delegate="false"/>
</sun-web-app>

6469655 HP-UXシステムで、install.shスクリプトを使用したDirectory Editorの
インストールが失敗する現象が確認されています。

この問題点に対処するには、まず別のシステム上でDirectory Editorをイ
ンストールし、その結果としてできた de.warファイルを、HP-UXシステ
ム上のWebアプリケーションコンテナに配備します。

6480803 英語以外のロケールで動作しているApplication Serverに配備されている
場合、ブラウザの言語設定を enまたは en_USに切り替えても、Directory
Editorのインタフェースは英語で表示されません。

この問題点に対処するには、次のコマンドを実行します。

# cd /var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/applications/j2ee-modules/de/config

# cp DMLMessages.properties DMLMessages_en.properties DMLMessages_en_US.properties

6487652 ユーザー IDに複数バイト文字が含まれているユーザーとしてログインし
た場合、自分のディレクトリ情報を編集できません。「Edit My Directory
Information」をクリックすると、空白ページが表示されます。

6488644 英語以外のロケールで動作しているDirectory Editorに一般ユーザーとし
てログインした場合、「ホーム」ページおよび「Change My Directory
Password」ページはローカライズされていません。
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6489725 Windows上のApache Tomcatに英語以外のロケールでDirectory Editorを
インストールした場合、設定、保存、および更新操作を行うとエラー
ページが表示されます。

6490590 英語以外のロケールでDirectory Editorをインストールする場合、インス
トーラのテキストやメニューが正しく表示されません。

この問題点に対処するには、UNIXシステムの場合は、インストーラを
実行する前に英語ロケールに変更します。Windowsシステムの場合は、
インストーラを実行する前に、「コントロールパネル」>「地域と言語の
オプション」を使用してロケールを英語に切り替えます。

6492259 スペイン語ロケールで動作している Internet Explorer 6でDirectory Editor
にアクセスしている場合、オンラインヘルプに文字化けが発生します。

6493975 Directory Editorでは、複数のサフィックスを表示できません。

この問題点に対処するには、別のアプリケーションサーバーまたは同じ
アプリケーションサーバー上の別のドメインに、Directory Editorを追加
でインストールします。
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Directory Server Resource Kitの修正された
バグと既知の問題点

この章では、Directory Server Resource Kitのリリース時点で判明している、製品固有
の重要な情報を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 91ページの「Directory Server Resource Kitについて」
■ 93ページの「Directory Server Resource Kitで修正されたバグ」
■ 93ページの「Directory Server Resource Kitの既知の問題点と制限事項」

Directory Server Resource Kitについて

この節では、Directory Server Resource Kitコンポーネントの概要を示します。

Directory Server Resource Kitは、開発、配備、データセンター運用の各段階でディレ
クトリサービス関連の作業を行うためのツールを提供します。

ディレクトリサブツリーの削除
LDAPのディレクトリサブツリー全体を 1つのコマンドで削除するに
は、ldapsubtdel(1)ツールを使用します。

DSML v2アクセス

Webアプリケーションの設計、開発、およびテスト時にDSML v2経由のディレク
トリアクセスをテストするには、次のツールを使用します。
■ dsmlmodify(1)コマンド:エントリの追加、削除、変更、名前変更、および移動
■ dsmlsearch(1)コマンド:エントリの検索と読み取り

LDAPパフォーマンス測定

LDAPによるディレクトリへのアクセス時にバインド、読み取り、および書き込
みのパフォーマンスを測定するには、次のツールを使用します。
■ authrate(1)コマンド: LDAPバインドパフォーマンスの測定
■ modrate(1)コマンド: LDAP書き込みパフォーマンスの測定
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■ searchrate(1)コマンド: LDAP読み取りパフォーマンスの測定

LDIFの生成と変換

サイズ調整およびチューニングのためのサンプル LDIFを生成するには、次のツー
ルを使用します。これらのツールは、相互運用性のために LDIFを変換、ソート、
フィルタする目的にも使用します。

■ ldifxform(1)コマンド: LDIFの変換、ソート、フィルタ
■ makeldif(1)コマンド:サンプル LDIFの生成

サービスのチューニング
クライアントのディレクトリサービス利用状況の検証や、インデックス作成用の
推奨値の生成には、logconv(1)コマンドを使用します。

選択により、ディレクトリサーバーと同じシステムまたは別のシステム上に
Directory Server Resource Kitツールをセットアップして実行できます。どちらの選択
が適切かは作業環境によって異なります。また、配備のどの段階に到達しているか
によっても選択が変わります。次に示す質問と回答は、Directory Server Resource Kit
をどのシステムにインストールして利用するかの判断に役立ちます。

質問:現在の作業の目的は、ディレクトリサービスを実際に開発する前にディレクト
リ技術を評価または例証することですか。

回答:この場合は便宜性を優先して、ディレクトリと同じシステム上にDirectory
Server Resource Kitをインストールして利用します。

質問:現在の作業の目的は、ディレクトリクライアントアプリケーションまたはプラ
グインを開発することですか。

回答:この場合は便宜性を優先して、ディレクトリと同じシステム上にDirectory
Server Resource Kitをインストールして利用します。

質問:現在の作業の目的は、ディレクトリのパフォーマンス特性をテストすることで
すか。

回答:ディレクトリサービスを提供するシステム上で実行する必要がある唯一のコマ
ンドは、システム固有のチューニング推奨値を生成する idsktuneコマンドです。

回答:したがってこの場合は、測定対象のシステムへの影響を回避するために、ほか
のシステムにDirectory Server Resource Kitをインストールし、idsktune以外のコマン
ドを実行します。

authrate、modrate、searchrateなどのクライアントを独立したシステム上で実行す
ることにより、ディレクトリパフォーマンスの正確な測定結果が得られます。測定
対象のシステム上で動作するプロセスを注意深く制御することにより、測定精度を
向上させることができます。ディレクトリに格納するサンプルデータを制御するこ
とによっても精度を向上させることができます。制御されたデータは makeldifを使
用して生成できます。
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質問:ディレクトリをデータセンターに配備済みですか。

回答:この場合は、配備済みシステムへの影響を回避するために、ほかのシステムに
Directory Server Resource Kitをインストールして各種コマンドを実行します。
logconvによる分析や、ldifxformによる LDIF変換などのその他の操作も外部のシス
テムから実行します。

Directory Server Resource Kitで修正されたバグ

この節では、Directory Server Resource Kitの前回のリリース以降に修正されたバグの
一覧を示します。

6562733 idsktuneコマンドは、Solaris 10 Update 3リリースで /etc/releaseファイ
ルを認識しません。

Directory Server Resource Kitの既知の問題点と制限事項

この節では、リリース時点での既知の問題点および制限事項の一覧を示します。

6565893 idsktuneコマンドは、SuSE Enterprise Linux 10をサポートしていません。

5081543 searchrateは、Windowsシステムで複数のスレッドを使用するとク
ラッシュします。

5081546 modrateは、Windowsシステムで複数のスレッドを使用するとク
ラッシュします。

5081549 authrateは、Windowsシステムで複数のスレッドを使用するとク
ラッシュします。

5082507 dsmlsearchコマンドの -Dオプションは、バインドDNではなくHTTP
ユーザー IDを取ります。

この問題点に対処するには、Directory Server内のDNにマップされたユー
ザー IDを指定します。

6379087 NameFinderをWindowsシステム上のApplication Serverに配備できない現
象が確認されています。

6393554 NameFinderが、配備のあとにエラーが見つからないページをスローする
現象が確認されています。

この問題点に対処するには、nsDSRK/nfの名前を nsDSRK/NFに変更しま
す。

6393586 NameFinderの「My Selections」リストには、2名を超えるユーザーを追加
できません。

6393596 NameFinderでは、「LastName」、「FirstName」、「Email」、およ
び「GivenName」以外のエントリ値を検索できません。
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6393599 NameFinderでは、グループの検索ができません。

6576045 modrateおよび searchrate起動プログラムを終了しても、実際の modrate

および searchrateの各プロセスは終了しません。
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